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真空計 
 

取扱説明書 
 

G-TRANｼﾘｰｽﾞ 

ﾋﾟﾗﾆ真空計 ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ 

ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟ  Model SW100-A 

ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ  Model SW100-R 
 

 
 

本取扱説明書は、製造番号が下記の番号以降を 

対象として記載しています。 

SW100-A：S/N 00001～ 

SW100-R：S/N 00001～ 

 

この製品をご使用になる前に必ずお読み下さい。 

またいつでもご使用できるように大切に保管して下さい。 

 

 株式会社ｱﾙﾊﾞｯｸ 規格品事業部  

https://www.ulvac.co.jp/ 

  

https://www.ulvac.co.jp/
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 本製品を使用する前に  
 

この度は弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

本製品がお手元に届きましたら、まずご注文の内容と同一であること、および輸送などによる破

損がないことをご確認下さい。 

 

本製品を末永くご利用頂くために、本製品の取り付け、操作、点検、あるいは整備をする前

に必ずこの取扱説明書をお読みいただき、安全上の注意、本製品の仕様および操作方法に関わ

る事項を十分に理解して下さい。 

取扱説明書の著作権は、株式会社ｱﾙﾊﾞｯｸに属します。 

取扱説明書のいかなる部分も弊社の承諾なしにｺﾋﾟｰすることを禁じます。 

また取扱説明書を弊社との文書による同意無しに、第三者に開示したり譲渡したりすること

を禁じます。 

取扱説明書の記述内容は、製品の仕様変更や、製品の改良などのため、お断りなしに変更す

る、あるいは改訂する場合がありますので、ご了承下さい。 

 

 

 安全ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ  
 

この取扱説明書の警告表示には守るべき事項を理解していただくため、安全についてのｼﾝﾎﾞ

ﾙﾏｰｸを掲げております。ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸに用いている言葉は次のように使い分けています。 

 

 

この警告に従わなかった場合、人が死亡または重傷に至る結果となりうる可

能性がある危険状況を示します。 

本警告部分を無視した作業は、作業者の人命または工場設備（本製品も含む）

に対して重大な被害をおよぼす可能性があります。 

 

この注意に従わなかった場合、軽傷または中程度の傷害を負う結果となりう

る可能性がある危険状況を示します。 

本注意部分を無視した作業は、作業者に軽傷を負わせる、または装置を壊し

たり調整が必要な状況にしてしまう可能性があります。 

 

直接の危険はない状態ですが、作業者の安全上、または、装置を正しく安全

に使用していただくために知っておいて欲しい内容について記述しています。 

 

✔　参　考
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 安全上のご注意  
 

G-TRANｼﾘｰｽﾞ ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ(以下本器)を安全にお使いいただくために、取扱説明書および下記の安

全注意事項を必ずお読み下さい。 

 

修理 

修理などは、ご購入先、弊社または取扱説明書記載のﾈｯﾄﾜｰｸ先に御依頼くだ

さい。 

 

電源遮断 

本器が万一破損したときには、直ちに電源を切って下さい。そのまま使用し

ますと火災、感電の原因になることがあります。 

 

電源遮断 

本器が万一異常な発熱をしたり発煙をしたり異臭がした場合には、直ちに電

源を切って下さい。そのまま使用しますと火災の原因になります。 

 

電源電圧 

電源投入前に本器の使用電圧と供給電源が合っていることを確認して下さ

い。誤った電源を接続すると、本器および本器に接続されている機器の破損や

火災の原因になります。特にDC30Vを超える電圧を印加しないで下さい。過電圧

ｶﾃｺﾞﾘはｶﾃｺﾞﾘⅠとなります。 

 

使用電源 

本器は、必ずｸﾞﾗﾝﾄﾞ保護された安全超低電圧に関する規格に適合（EN61010 

SELV-E）した電源や評価ﾕﾆｯﾄに接続して下さい。また接続にはﾋｭｰｽﾞを取り付け

て下さい。 

 

電源の雷ｻｰｼﾞ対応 

電源は、雷ｻｰｼﾞ対応された電源を使用して下さい。雷ｻｰｼﾞに対応していませ

んと、本器および本器に接続されている機器の破損や火災の原因になります。 

 

保護接地 

本器は、必ず接地された真空容器に、電気的に接続して下さい。NWﾌﾗﾝｼﾞには

導電性の金属ｸﾗﾝﾌﾟを使用して下さい。正しく接地されないと正しい圧力を示さ

ないだけではなく、本器および本器に接続されている機器の破損や火災の原因

になります。 

真空容器と絶縁が必要な場合は、ｹｰｽ部（D-subｺﾈｸﾀｰのｼｪﾙ部）を、D種（3種）

接地して下さい。 

 

結線確認 

各ﾋﾟﾝへの接続ｹｰﾌﾞﾙが、他のﾋﾟﾝやｹｰｽに接触しないようにして下さい。また

ﾋﾟﾝｱｻｲﾝを間違わないように注意して下さい。誤った接続すると本器および本器

に接続されている機器の破損や火災の原因になります。 

 

電源極性確認 

電源投入前に本器の使用電圧と供給電圧の極性が合っていることを確認して

下さい。誤った極性を接続すると本器及び本器に接続されている機器の破損や

火災の原因になります。 

 

電源投入 

本器には、測定子やﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、PLC（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾛｼﾞｯｸｺﾝﾄﾛｰﾗｰ）、ｹｰﾌﾞﾙなどを

全て接続した後に、電源を投入して下さい。本器および本器に接続されている

機器の破損や火災の原因になります。また測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄなどが断線する恐れ

があります。 
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真空容器の圧力超過 

測定子内の圧力が大気圧を越える所には接続しないで下さい。測定子内の圧

力が大気圧を越えると測定子の破損および接続部から測定子が飛び出し人体を

含む周囲に危害を及ぼします。大気圧を越える際には、隔離ﾊﾞﾙﾌﾞなどを設けて

測定子内の圧力が大気圧を越えないようにして下さい。 

 

分解禁止 

本器は、分解しないで下さい。火災･感電の原因になることがあります。分解

した場合、動作の保証は出来ません。 

 

改造禁止 

本器は、改造しないで下さい。火災･感電の原因になることがあります。改造

を行った場合、動作の保証は出来ません。 

 
使用環境 

本器は、仕様に定められた環境の範囲内でお使い下さい。 

 

使用環境 (結露、湿度、温度) 

本器に水がかかる場所、湿度が高く結露する場所での使用は避けて下さい。

本器内に水が入り込むと故障および漏電、火災の原因になります。 

また、仕様温度範囲外での使用は、故障および火災の原因となります。 

 

ｹｰﾌﾞﾙ敷設時の注意 

通信用伝送線を装置に敷設する場合、電力線、動力線、高圧線、高周波線等と

近接、平行な配線とならないようにして下さい。誤動作の原因となります。 

 

通気確保 

本器は密閉された容器に入れないで、必ず通気が確保された場所に取り付け

て下さい。密閉すると電源内部の電子部品の温度が上がり、寿命が短くなる恐

れがあります。 

 

使用環境 

ﾊﾛｹﾞﾝやﾊﾛｹﾞﾝ系ｶﾞｽなど化学的に活性なｶﾞｽに曝されると、ﾌｨﾗﾒﾝﾄなどの断線

や圧力特性の変化などの問題が発生します。このような環境下でご使用される

場合は、本器と真空容器との間に隔離ﾊﾞﾙﾌﾞを設置して頂き、極力これらのｶﾞｽ

に曝されないよう保護して下さい。 

 

使用環境 

ﾛｰﾀﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟのｵｲﾙﾐｽﾄやCVD（Chemical Vapor Deposition）原料ｶﾞｽなど堆積し

てしまうｶﾞｽに曝されると、ﾌｨﾗﾒﾝﾄなどの断線や圧力特性の変化などの問題が発

生します。このような環境下でご使用される場合は、本器と真空容器との間に隔

離ﾊﾞﾙﾌﾞを設置して頂き、極力これらのｶﾞｽに曝されないように隔離ﾊﾞﾙﾌﾞを封じ

てご使用下さい。 

 

水分や付着物 

測定子内に水分や有機物など徐々に蒸発する付着物が多く存在しますと、

zero点側の圧力精度や応答速度に影響します。付着物がつかないような設置場

所や方法を検討下さい。 

 

磁場の影響 

本器に0.01T（100G)の磁場の影響により特に大気圧側の圧力指示が約10%影響

を受けます。本器が磁場の影響を受ける場合は、磁気ｼｰﾙﾄﾞなどを設置下さい。 

 

温度変動 

ﾋﾟﾗﾆ真空計は測定原理より、測定子の周囲温度が測定値に影響を及ぼします。

周囲温度が校正時の温度（約25℃）から著しくずれる場合は、大気圧とzero点

調整を実施下さい。 

 

接点容量 

外部に設置される接点の容量は、入力電源電圧以上、またはDC30V以上のも

のをご使用下さい。 
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接点ﾘｰｸ電流 

接点のﾘｰｸ電流にご注意下さい。入力信号ﾋﾟﾝとGND端子間に0.1mA以上の電流

が流れますと、信号が入力されたものとして処理する場合があります。 

 

ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄの耐ﾉｲｽﾞ性 

ﾊﾟｿｺﾝやPLCなどのﾘﾓｰﾄﾎｽﾄは、耐ﾉｲｽﾞが高いｱｲｿﾚｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟをご使用下さい。誤

動作や故障の原因となります。 

 

異物侵入 

本器の開口部から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物が入らないよう

に保護して下さい。機器の破損や火災の原因になります。 

 

ｶﾞｽ種依存性 

本器は測定するｶﾞｽの種類により圧力値や精度が異なります。本器の精度は、

窒素ｶﾞｽ測定時となりますので、窒素以外のｶﾞｽを使用される場合は、圧力超過

などにご注意下さい。 

 

圧力指示のﾁｪｯｸ 

ご使用開始直後に圧力指示、特に大気圧側とzero点側の圧力をご確認下さい。

必要に応じて、大気圧やzero点調整を実施下さい。 

ﾋﾟﾗﾆ真空計の原理より、環境温度などで圧力指示が影響を受けます。また輸

送などの振動により大気圧やzero点調整がずれる可能性もあります。 

 

ﾘｰｸﾃｽﾄ 

測定子を交換や取り外しされた際は、ﾘｰｸﾃｽﾄを実施して下さい。ﾋﾟﾝ部などへ

の衝撃によりﾘｰｸしている可能性があります。 

 

有寿命部品 

本器内部の電気回路にはｱﾙﾐﾆｳﾑ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻを使用しております。一般的にｱﾙ

ﾐﾆｳﾑ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻには寿命があり、周囲温度が高くなるほど寿命が短くなりま

す。機器の破損防止のため、3年に1度程度、弊社にてﾒﾝﾃﾅﾝｽを実施することを

お勧めします。 

 

衝撃 

本器には衝撃を与えないで下さい。衝撃によりﾌｨﾗﾒﾝﾄの断線、測定子のﾘｰｸ、

取り付け部の破損などの原因になります。 

 

輸送梱包 

本器を輸送するときには、工場出荷時の状態に戻して下さい。未梱包の状態、

また装置に取り付けた状態で輸送すると破損することがあります。 

 

廃棄 

本器を廃棄するときには、各自治体などの条例に従って処理して下さい。特

に、人体に危険を及ぼす可能性のある雰囲気で使用した測定子は専門の処理業

者を通じて処理して下さい。 

なお、廃棄に関する費用については、お客様にてご負担をお願いします。 
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 改訂履歴  

 
改訂日 改訂番号 改訂理由 

2022/10/3 00 初版 
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1. 仕様 

ﾋﾟﾗﾆ真空計 ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ SW100は、専用の測定子（SWP ｼﾘｰｽﾞ）を接続することにより、低真空の圧

力測定が可能な真空計です。 

SW100 は従来機種 SW1の後継機種で、SW100-A は SW1-1、SW100-Rは SW1-2に対応する型式とし

て、互換性を有しています。（その他の互換性については、本書 9章を参照ください。） 

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽは以下の 2 種類を準備しており、使用状況に対応した仕様を選択いただくことが可能

です。 

ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟ ：SW100-A（SW1-1の後継機種） 

ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ  ：SW100-R（SW1-2の後継機種） 

(以下、SW100 のみの記載は、SW100-Aと SW100-Rをまとめた呼称とします) 

 

SW100 の I/O ｺﾈｸﾀｰは、D-sub15 ﾋﾟﾝと USB Type-Cを用いています。 

SW100 の設定は、専用の Windows/Android 用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ”UL-MOBI”で行います。 

※ USB Type-Cには、UL-MOBIがｲﾝｽﾄｰﾙされた Windows/Android 端末と USB ｹｰﾌﾞﾙを使用して接続

することが可能で、UL-MOBI によるﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞや設定が可能です。UL-MOBI のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ方法や操

作方法など、詳細は、本書 11章を参照ください。 

※ UL-MOBIを必要とする設定は、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ、OUTPUT、ADDRESS、BAUD RATE、CHECKSUMです。詳

細は、本書 7章、および、本書 11章を参照ください。 

※ Windows/Android 端末、および USB ｹｰﾌﾞﾙは、付属しません。 

※ UL-MOBI for Windowsはﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙが必要です。ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰがｲﾝｽﾄｰﾙされて

いないと UL-MOBIの立ち上げは可能ですが、USB ｹｰﾌﾞﾙで Windows端末に SW100を接続しても

Windows が接続を認識できません。（ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ内に不明なﾃﾞﾊﾞｲｽと表示されます。）

Windows 端末で UL-MOBI が動作しない場合は、本書 11.2.2 項 3)をご確認いただき、ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙをしてください。 

 

1.1. 開梱ならびに員数ﾁｪｯｸ 

製品が着荷しましたら、直ちに梱包を解いて、製品のﾁｪｯｸを実施下さい。 

輸送時の損傷はないか、また、付属品は過不足なく添付されているかをご確認下さい。 

 

 同梱品 

ﾋﾟﾗﾆ真空計ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ SW100本体 1個 

SW100用測定子（SW100本体に取り付けた状態で出荷します） 1個 

ｸｲｯｸﾏﾆｭｱﾙ（普通紙） 1部 

 

 別途注文品 

①  SW100用ｺﾈｸﾀｰ 
D-sub15ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ(ﾒｽ)、M2.6mmﾈｼﾞ 

※未配線 

 

 校正証明書 一般校正試験成績書、JCSS校正証明書 

 検査成績書  

 ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ証明書  

 ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄ Model ISG1 (DC24V電源使用) 

② ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｹｰﾌﾞﾙ 
SW100～ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄ間ｹｰﾌﾞﾙ 

2m、5m、10m 

③ 
SW100用測定子 

※18.2項参照 

SWP-16（NW16）、SWP-25（NW25）、 

SWP-R1/8（R1/8）、SWP-P18（φ18Tube）、

SWP-P15（φ15Tube）、SWP-CF16（ICF034）、

SWP-1S（ASME BPE sanitary1”） 

 

 

① 
② 

③ 
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1.2. SW100 基本仕様 

名称 ﾋﾟﾗﾆ真空計 ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ 

機種名 ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟ ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ 

型式 SW100-A SW100-R 

接続可能測定子 

※選択いただいた 

1個が付属 

※18.2 項参照 

SW100用測定子：1本 

SWP-16（NW16）、SWP-25（NW25）、SWP-R1/8（R1/8）、 

SWP-P18（φ18Tube）、SWP-P15（φ15Tube）、 

SWP-CF16（ICF034）、SWP-1S（ASME BPE sanitary1”） 

測定圧力範囲（N2） 5.0×10-2Pa～1.0×10+5Pa 

精度※1（N2） 

1×10-1Pa～1×10+4Pa :±10% 

5×10-2Pa～1×10-1Pa 

1×10+4Pa～1×10+5Pa 
:±20% 

繰り返し性 1×10-1Pa～1×10+4Pa :±2% 

測定ｶﾞｽ種 N2 ｶﾞｽに対する感度として圧力を指示 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間 60msec 5 回の移動平均処理 

測定値出力 

出力電圧 DC 0V～10V 

圧力指示 DC 1.7V～8.0V 

log出力 DC 1.0V/桁 

 更新時間 50msec 

 分解能 3mV 

 誤差 ±3mV 

 出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 10Ω 

調整 zero 点/大気圧調整、調整ｸﾘｱ 

制御入力信号 
zero点/大気圧調整、調整ｸﾘｱ 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ入力で動作、負論理 
 

制御出力信号 

ｾﾝｻｴﾗｰ、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 1/2 

ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力、負論理 

定格：30VMAX、50mAMAX、70mW 

通信 

D-sub15 ﾋﾟﾝ 

USB Type-C 

※USB Type-Cは、UL-MOBIによる通信のみ使用できます。 

 ｼﾘｱﾙ通信 

 

RS-232C/RS-485 

  通信速度 9600/19200/38400bps 

  ﾒﾓﾘ機能 EEPROMでﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 

LED表示 

POWER/ERROR：ﾊﾟﾜｰ、ｴﾗｰ 

SET-1      ：ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 1 

SET-2      ：ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 2 

測定子 材質 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄ：Pt 

その他：SUS304（SWP-1Sは SUS316L/Ra<0.5）、FeNiCo、Ni、Au、 

Glass、Ceramic 

測定子 破壊圧力 
2.0×10+5Pa（絶対圧） 

※ﾌﾗﾝｼﾞやｸﾗﾝﾌﾟなどの破壊圧力は別途考慮下さい。 

使用温度範囲 10℃～40℃ 

使用湿度範囲 15%～80%（結露なきこと） 

保管温度 -20℃～65℃（非通電、結露なきこと) 

測定子加熱上限温度 

測定子単体 150℃（SW100を取り外した状態） 

※加熱時は、精度など仕様からの逸脱が認められます。 

※SW100 の使用温度範囲は、5℃～40℃です。 

取付姿勢 制限無し 
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IP保護等級 IP30 

電源電圧 

定格電圧値 ：DC 24V 

電圧変動範囲：DC 14V～30VMAX（-42%/+25%)（ﾘｯﾌﾟﾙ、ﾉｲｽﾞ 1%以下） 

※SW100 ｺﾈｸﾀｰ端での電源電圧 

定常時    ：2.0W 

電源投入時：4.8W 

過電圧ｶﾃｺﾞﾘｰ：ｶﾃｺﾞﾘｰ 1 

※過渡過電圧を十分低いﾚﾍﾞﾙに制限する対策が取られている回路に接続

下さい。 

対応規格 CE 規格、UKCA 規格 

I/O ｺﾈｸﾀｰ 

D-sub15 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ（ﾋﾟﾝ）、M2.6mm ﾈｼﾞ 

USB Type-C 

※USB Type-Cは、UL-MOBIによる通信のみ使用できます。 

本体質量 SW100 単体：約 105g 

外形寸法 SW100 単体：約 48mm×約 30mm×約 74mm ※18.1項参照 

測定子 

※18.2 項 

参照 

型式 SWP-16 SWP-25 SWP-R1/8 SWP-P18 SWP-P15 SWP-CF16 SWP-1S 

内容積 7.3cm3 7.8cm3 7.6cm3 13.9cm3 10.0cm3 11.3cm3 8.2cm3 

質量 45g 48g 44g 43g 30g 60g 95g 

精度※1：大気圧および zero 点調整後の精度となります。特にご使用前には大気圧および zero 点

調整を実施下さい。また校正ｶﾞｽは N2ですので、他のｶﾞｽを測定される場合は測定誤差に

ご注意下さい。 
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2. 取扱上の注意 

 
ご使用を開始される前に、本項をご確認下さい。 

 

2.1. 使用環境に関する注意 

使用環境 

本器は、仕様に定められた環境の範囲内でお使い下さい。 

使用環境 

本器に水がかかる場所、湿度が高く結露する場所での使用は避けて下さい。本器内に水が入

り込むと故障および漏電、火災の原因になります。 

通気確保 

本器は密閉された容器に入れないで、必ず通気が確保された場所に取り付けて下さい。密閉

すると電源内部の電子部品の温度が上がり、寿命が短くなる恐れがあります。 

真空容器の圧力超過 

測定子内の圧力が大気圧を越える所には接続しないで下さい。測定子の破損や接続部から測

定子が飛び出すなど、人体を含む周囲に危害を及ぼします。大気圧を越える際には、隔離ﾊﾞﾙﾌﾞ

などを設けて測定子内の圧力が大気圧を越えないようにして下さい。 

腐食性ｶﾞｽ雰囲気での使用 

腐食性ｶﾞｽや、ﾊﾛｹﾞﾝやﾊﾛｹﾞﾝ系ｶﾞｽなど化学的に活性なｶﾞｽに曝されると、ﾌｨﾗﾒﾝﾄなどの断線や

圧力特性の変化などの問題が発生します。このような環境下でご使用される場合は、本器と真

空容器との間に隔離ﾊﾞﾙﾌﾞを設置して頂き、極力これらのｶﾞｽに曝されないよう保護して下さい。 

CVDｶﾞｽ雰囲気などでの使用 

CVD(Chemical Vapor Deposition)原料ｶﾞｽや、ﾛｰﾀﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟのｵｲﾙﾐｽﾄなど堆積してしまうｶﾞｽに

曝されると、ﾌｨﾗﾒﾝﾄなどの断線や圧力特性の変化などの問題が発生します。このような環境下

でご使用される場合は、本器と真空容器との間に隔離ﾊﾞﾙﾌﾞを設置して頂き、これらのｶﾞｽに曝

されないよう保護して下さい。 

水分や付着物 

測定子内に水分や有機物など徐々に蒸発する付着物が多く存在しますと、特に真空側の圧力

精度や応答速度に影響します。付着物がつかないような設置場所や方法を検討下さい。 

磁場の影響 

本器は0.01T（100Gauss）の磁場の影響により、特に大気圧側の圧力指示が約10%の影響を受け

ます。本器が磁場の影響を受ける場合は、磁気ｼｰﾙﾄﾞなどを設置下さい。 

温度変動 

ﾋﾟﾗﾆ真空計は測定原理より、測定子の周囲温度が測定値に影響を及ぼします。周囲温度が校

正時の温度（約25℃）から著しくずれないよう取り付け位置にご注意下さい。 

電子、ｲｵﾝなどの影響 

電子やｲｵﾝの強い発生源が近くにある場合は、正しい圧力が測定出来ないだけではなく、本器

の破損や故障の原因となります。電子やｲｵﾝの影響を受けないよう取り付け位置にご注意下さ

い。 

異物侵入 

本器の開口部から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物が入らないように保護して下さ

い。 

衝撃 

本器には衝撃を与えないで下さい。衝撃によりﾌｨﾗﾒﾝﾄの断線、測定子のﾘｰｸ、取り付け部の破

損などの原因になります。 
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2.2. 電源に関する注意 

使用電源 

本器は、必ずｸﾞﾗﾝﾄﾞ保護されたPELVに関する規格（EN/IEC 60204-1）に適合した電源や評価ﾕ

ﾆｯﾄに接続して下さい。また接続にはﾋｭｰｽﾞを取り付けて下さい。本器に供給される電圧がDC14V

未満になりますと、正確な圧力を指示しません。 

結線確認 

各ﾋﾟﾝへの接続ｹｰﾌﾞﾙが、他のﾋﾟﾝやｹｰｽに接触しないようにして下さい。またﾋﾟﾝｱｻｲﾝを間違わ

ないように注意して下さい。誤った接続すると本器および本器に接続されている機器の破損や

火災の原因になります。 

電源電圧 

電源投入前に本器の使用電圧と供給電源が合っていることを確認して下さい。誤った電源を

接続すると本器および本器に接続されている機器の破損や火災の原因になります。特にDC30Vを

超える電圧を印加しないで下さい。 

電源投入 

本器には、測定子やﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ、評価ﾕﾆｯﾄ、ｹｰﾌﾞﾙなどを全て接続した後に、電源を投入して下

さい。本器および本器に接続されている機器の破損や火災の原因になります。また測定子のﾌｨﾗ

ﾒﾝﾄなどが断線する恐れがあります。 

電源ｹｰﾌﾞﾙの電圧降下 

電源ｹｰﾌﾞﾙの電圧降下により、本器への供給電圧がDC14V未満になる場合があります。特にｹｰ

ﾌﾞﾙの太さがAWG24番線より細い場合は御注意下さい。 

DC供給電源電圧DC24V時、環境温度20℃の推奨ｹｰﾌﾞﾙ長 

AWG26：10m、AWG24：20m、AWG22：30m 

 

2.3. 本器取り付けに関する注意 

保護接地 

本器は、必ず接地された真空容器に、電気的に接続して下さい。NWﾌﾗﾝｼﾞには導電性の金属ｸﾗ

ﾝﾌﾟを使用して下さい。正しく接地されないと正しい圧力を示さないだけではなく、本器および

本器に接続されている機器の破損や火災の原因になります。真空容器と絶縁などされる場合は、

ｹｰｽ部（D-subｺﾈｸﾀｰのｼｪﾙ部）を、D種（3種）接地して下さい。 

温度変動 

ﾋﾟﾗﾆ真空計は測定原理より、測定子の周囲温度が測定値に影響を及ぼします。周囲温度が校

正時の温度（約25℃）から著しくずれる場合は、大気圧とZERO点調整を実施下さい。 

磁場の影響 

本器に0.01T（100G）の磁場の影響により特に大気圧側の圧力指示が約10%影響を受けます。本

器が磁場の影響を受ける場合は、磁気ｼｰﾙﾄﾞなどを設置下さい。 

固定方法 

ｹｰﾌﾞﾙの接続部には極力力が加わらないようにｹｰﾌﾞﾙを固定して下さい。ﾕﾆｯﾄｹｰﾌﾞﾙは確実に挿

入し、ｺﾈｸﾀｰ固定用ﾈｼﾞは確実に締めて下さい。 

ﾒｽｺﾈｸﾀｰの寿命 

本器の測定子との勘合部に使用しておりますﾒｽｺﾈｸﾀｰには寿命があります。ｺﾈｸﾀｰの接触不良

などにより測定子の寿命が著しく短くなりますので、ｺﾈｸﾀｰの抜き差し回数をなるべく控えて下

さい。またｺﾈｸﾀｰに過重がかからないよう測定子固定ﾈｼﾞをしっかりと締めて下さい。 

振動 

ﾋﾟﾗﾆ測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄはφ25μmと細いため、振動の多い場所での使用は極力避けて下さい。ま

たﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線の最大の要因は機械的ｼｮｯｸによるものですので、設置場所や取り扱いには注意し

て下さい。 
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取付位置 

圧力の測定は、測定子の接続した位置の静圧を測ります。真空系内に流れがある環境、放出ｶﾞ

ｽ源･電子、ｲｵﾝの強い発生源、磁場がある環境に設置される場合、測定位置の選定に注意し、影

響の少ない位置に取り付けるようにして下さい。 

測定系内の気体の流れ 

圧力の測定は、測定子を接続した位置の静圧を測ります。測定子取り付け開口面が気体の流

れに平行になるように行って下さい。特に気体などが測定子内にﾋﾞｰﾑ状で入らないようにして

下さい。また、放出ｶﾞｽの影響を受けないよう取り付け位置にご注意下さい。 

放出ｶﾞｽ 

測定子の取り付けに用いるOﾘﾝｸﾞは、ｶﾞｽ放出の少ないものをご使用下さい。測定子の接続に

ｺﾞﾑ管やｸﾞﾘｰｽなど放出ｶﾞｽの多い材質を用いますと、誤差や寿命が短くなる要因となります。 

 

 

 
X/Y方向の振動に弱いため、X/Y 方向に振動が

印可されないように設置して下さい。 

 

2.4. 使用方法に関する注意 

衝撃 

本器を落としたり、また大きな振動がある場所などに設置されますと、衝撃や振動により、測

定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄの断線や本器の破損などの原因になります。 

測定 

 20分以上ｴｰｼﾞﾝｸﾞした後に行って下さい。 

輸送梱包 

本器を輸送するときには、工場出荷時の状態に戻して下さい。未梱包の状態、また装置に取

り付けた状態で輸送すると破損することがあります。 

修理 

修理などは、ご購入先、弊社または取扱説明書記載のﾈｯﾄﾜｰｸ先に御依頼下さい。 

廃棄 

本器を廃棄するときには、各自治体などの条例に従って処理して下さい。 

特に、人体に危険を及ぼす可能性のある雰囲気で使用した測定子は専門の処理業者を通じて

処理して下さい。 

なお、廃棄に関する費用については、お客様にて御負担をお願いします。 

 

2.5. ご使用開始直後の確認 

ｶﾞｽ種依存性 

本器は測定するｶﾞｽの種類により圧力値や精度が異なります。本器の精度は、窒素ｶﾞｽ測定時

となりますので、窒素以外のｶﾞｽを使用される場合は、圧力超過などにご注意下さい。 

圧力指示のﾁｪｯｸ 

ご使用直後に圧力指示、特に大気圧側とzero点側の圧力をご確認下さい。必要に応じて、大

気圧やzero点調整を実施下さい。ﾋﾟﾗﾆ真空計の原理より、環境温度などで圧力指示が影響を受

けます。また輸送などの振動により大気圧やzero点調整がずれる可能性もあります。 

垂直方向 

気流の流れ 
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3. 各部名称と機能説明 

3.1. 本体部 SW100 

 

  
 

SW100 本体部説明図 

 

名称 機能 

① I/Oｺﾈｸﾀｰ I/Oｺﾈｸﾀｰ（D-sub15ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ（ﾋﾟﾝ）、M2.6mmﾈｼﾞ） 

② 嵌合ﾈｼﾞ I/Oｺﾈｸﾀｰのｸﾗﾝﾌﾟﾌｰﾄﾞとの嵌合ﾈｼﾞ（M2.6mmﾈｼﾞ） 

③ 測定子固定ﾈｼﾞ 測定子を固定するﾈｼﾞ（M3mmﾈｼﾞ） 

④ 蓋固定ﾈｼﾞ ｹｰｽの蓋を固定するﾈｼﾞ（M3mmﾈｼﾞ） 

⑤ USB TYPE-C UL-MOBI使用時にWindows/Android端末を接続するUSB端子 

 

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 
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3.2. ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ部 SW100 

 
SW100 ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ部説明図 

名称 機能 

① POWER/ERROR LED 

本器が正常に動作している時は青点灯します。 

測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄが断線した時は赤色に点灯します。 

zero点調整や大気圧調整が行われた時は青点滅します。※8.2項参照 

② SET-1 LED ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1が動作中のとき点灯します。 

③ SET-2 LED ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2が動作中のとき点灯します。 

④ ADJｽｲｯﾁ 大気圧調整、zero点調整、調整ｸﾘｱ用のｽｲｯﾁです。 

 

① 

② 

③ 

④ 
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3.3. I/Oｺﾈｸﾀｰ ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟ SW100-A 

 
ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟ SW100-A I/O ｺﾈｸﾀｰﾋﾟﾝ配置説明図（D-sub15 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ(ｵｽ) M2.6mm ﾈｼﾞ） 

 

端子番号 本器 機能 

1 電源 本器の駆動用電源 DC 14V～30V 

2 ｾﾝｻｴﾗｰ ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線時などに信号を出力 Lo出力 

3 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1動作時に信号を出力 Lo出力 

4    

5 ADJ調整入力 大気圧調整、zero点調整時は信号を入力 Lo入力 

6    

7    

8 圧力信号出力 圧力信号を出力 DC 0V～10V 

9 電源GND 本器の駆動用電源のｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

10    

11 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2動作時に信号を出力 Lo出力 

12    

13    

14    

15 信号GND 出力信号用のｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

ｹｰｽ ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ ﾌﾚｰﾑのｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

 
配線 

斜線部は内部回路で使用されていますので配線しないで下さい。 

※ SP1、PSG、APGを OUTPUTに選択した場合は、上記ﾋﾟﾝｱｻｲﾝと異なります。 

詳細は、本書 9章をご確認ください。 

 

 

 

81

9 15
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3.4. I/Oｺﾈｸﾀｰ ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ SW100-R 

 
ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ SW100-R I/O ｺﾈｸﾀｰﾋﾟﾝ配置説明図（D-sub15 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ(ｵｽ) M2.6mm ﾈｼﾞ） 

 

端子番号 本器 機能 

1 電源 本器の駆動用電源 DC 14V～30V 

2 ｾﾝｻｴﾗｰ ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線時などに信号を出力 Lo出力 

3 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1動作時に信号を出力 Lo出力 

4 RS232C RxD RS-232CのRxD  

5 RS485用終端抵抗 
RS-485用の終端抵抗 

13番ﾋﾟﾝと接続 
 

6 RS232C TxD RS-232CのTxD  

7    

8 圧力信号出力 圧力信号を出力 DC 0V～10V 

9 電源GND 本器の駆動用電源のｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

10 RS485- RS-485の-  

11 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2動作時に信号を出力 Lo出力 

12 RS485+ RS-485の+  

13 
RS485+ 

（終端抵抗接続用） 

RS-485用の終端抵抗 

5番ﾋﾟﾝと接続 
 

14    

15 信号GND 出力信号用のｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

ｹｰｽ ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ ﾌﾚｰﾑのｸﾞﾗﾝﾄﾞ  

 
配線 

斜線部は内部回路で使用されていますので配線しないで下さい。 

 

81

9 15
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4. 電源内部回路 

本章は、本器の電源入力部に関する説明となります。 

・ 信号 GND［15pin］は、圧力信号出力、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ、ｼﾘｱﾙ通信などの信号用のｸﾞﾗﾝﾄﾞになりま

す。 

・ 電源 GND［9pin]と信号 GND［15pin］は内部でﾌｨﾙﾀｰを通した後、共通になっています。電

源ﾗｲﾝ接続の際は電源［1pin］と電源 GND［9pin］を用いて下さい。電源 GND［9pin］を信

号 GNDとして用いた場合、ﾉｲｽﾞの影響を受けやすくなる可能性があります。 

 
電源ﾌｨﾙﾀｰ内部等価回路 

  

I/O

D-sub 15 pin
8
15
7
14
6
13
5
12
4
11
3
10
2
9
1

VARISTOR

Measuring / control circuit 

Filter circuit

Internal circuit

F
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5. 各種信号 

本項は、本器より出力される信号、本器に入力する信号に関する説明となります。 

 

5.1. 圧力信号出力 

 本器は、測定している圧力を DC 0V～10Vの信号にて出力します。 

 I/O ｺﾈｸﾀｰ：8pin［圧力信号出力+］ - 15pin［GND］ 

※ SP1、PSG、APGを OUTPUTに選択した場合は、本項の電圧出力、ﾋﾟﾝｱｻｲﾝではなく、それぞれ

の仕様に従います。詳細は、本書 9章を参照ください。 

 

 圧力換算式 

下記の式にて、圧力に換算して下さい。 

P = 10^( V - C ) ⇔  V = log P + C 
P：圧力 V：圧力信号出力電圧[V] C：圧力単位係数(下表参照) 

圧力単位 C：圧力単位係数 

Pa 3 

Torr 5.1249 

mbar 5 

※ SP1、PSG、APGを OUTPUTに選択した場合は、本項の圧力換算式ではなく、それぞれの換算式

に従います。詳細は、本書 9章を参照ください。 

 

 各状態での測定値出力 

測定時に起こりうるいくつかの状態での測定値出力は、下表のようになっています。 

動作状態 測定値出力電圧 

正常測定時 測定圧力に対応した電圧 1.7V～8.0V 

大気圧以上 8.0V～9.0V 

測定可能下限を下回ったとき 1.0V～1.7V 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線などｾﾝｻｴﾗｰ時 9.0V以上 

起動後 4秒間 8.1V 

電源電圧異常、ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ故障など 0.5V以下 

※ SP1、PSG、APGを OUTPUTに選択した場合は、本項の出力電圧ではなく、それぞれの換算式に

対応した値になります。詳細は、本書 9章を参照ください。 

 

 
各状態での測定値出力  

1.0E-02

1.0E-01

1.0E+00

1.0E+01

1.0E+02

1.0E+03

1.0E+04
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5.2. I/O出力信号 

 本器の I/O ｺﾈｸﾀｰよりｾﾝｻｴﾗｰ、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ信号をｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ形式で出力しています。 

ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ定格［30VMAX、50mAMAX、70mW］ 

内部回路は下記のようになっています。 

 

 
出力信号内部回路図 

 

 ｾﾝｻｴﾗｰ信号 

ｾﾝｻｴﾗｰ信号とは、測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄなどが断線したことを信号として出力する機能です。 

ｾﾝｻｴﾗｰが発生した場合、信号はLo出力となります。 

I/Oｺﾈｸﾀｰ：2pin［ｾﾝｻｴﾗｰ］ - 15pin［GND］ 

なお、ｾﾝｻｴﾗｰが発生した場合、POWER/ERROR LEDは赤点灯、圧力信号出力は9.0V以上になりま

す。 

 

 

断線検出時の注意 

測定ｶﾞｽの主成分が、水素（H2）やﾍﾘｳﾑ（He）ｶﾞｽなど熱伝導が大きい気

体で、約10000Pa以上を測定した場合、ﾌｨﾗﾒﾝﾄが断線していなくても、断

線と判断することがあります。 

 

 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ動作信号 

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄとは、ある設定した圧力より下がったときに、外部に信号を出力したり、LEDを点

灯させたりする機能です。設定した圧力値を『ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ』と呼びます。測定している圧力値が

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄより下がった場合、本信号はLo出力となります。 

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定方法に関しましては、本書 6章、および、本書 11章を参照ください。 

 

+5V

+24V

 A

1 2

 A

1 2

 A

1 2

2:ERROR signal ON/OFF

3:SETPOINT signal-1 ON/OFF

15:GND

11:SETPOINT signal-2 ON/OFF

Internal circuit PLC or PC
Internal circuit

✔　参　考
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5.3. I/O入力信号（ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟSW100-Aのみ） 

本器の I/O ｺﾈｸﾀｰより、zero点調整入力、大気圧調整入力を行います。 

内部では、本器に入力されている電源電圧（DC 14V～30V）に接続されていますので、使用する

接点容量などは DC 30V以上のもの、または電源電圧以上のものをご使用下さい。 

使用する際は、操作する信号のﾋﾟﾝと GND端子間をｼｮｰﾄして下さい。調整方法の詳細は、本書 8

章を参照ください。 

 

 

接点容量 

外部に設置される接点の容量は、入力電源電圧以上、またはDC 30V以上

のものをご使用下さい。 

 

接点ﾘｰｸ電流 

接点のﾘｰｸ電流にご注意下さい。入力信号ﾋﾟﾝとGND端子間に0.1mA以上の

電流が流れますと、信号が入力されたものとして処理する場合がありま

す。 

 

 
入力信号内部回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Power supply +5V  

5:ADJUST input
 

 
15: GND

 

Internal circuit
 



SK00-9663-EI-001-00 

15 

6. ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定 

本章は、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定に関する説明となります。 

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄとは、ある設定した圧力より下がったときに、外部に信号を出力したり、LEDを点

灯させたりする機能です。設定した圧力値を『ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ』と呼びます。 

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定は、UL-MOBIがｲﾝｽﾄｰﾙされたWindows/Android端末をSW100にUSBｹｰﾌﾞﾙで接続

して、UL-MOBIで行います。 

SW100-Aのｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定は常時可能ですが、不用意な設定変更により真空装置の故障につ

ながる可能性がありますので、24V通電時の変更はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力が必要です。 

SW100-Rのｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定は、SW100-Rが24V非通電時のみ可能です。 

UL-MOBIのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ方法、および、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定方法は本章、および、本書11章を参照く

ださい。 

なお、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄはｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 1とｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 2の 2点を設定することが可能です。 

※ SW100 起動後の 4秒間はｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの設定が無効となります。 

 

6.1. ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄのON/OFF圧力 

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄはONする圧力とOFFする圧力にﾋｽﾃﾘｼｽがあります。 

ONする圧力値 ：設定値 

OFF する圧力値：設定値+10% 

 

 
ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄﾋｽﾃﾘｼｽ 
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7. ｼﾘｱﾙ通信使用方法（ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ SW100-R のみ） 

本章は、ｼﾘｱﾙ通信ﾀｲﾌﾟ SW100-Rの RS-232C、および RS-485に関する説明となります。 

 

 

ｹｰﾌﾞﾙ敷設時の注意 

通信用伝送線を装置に敷設する場合、電力線、動力線、高圧線、高周波

線等と近接、平行な配線とならないようにして下さい。誤動作の原因とな

る可能性が有ります。 

 

ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄの耐ﾉｲｽﾞ性 

ﾊﾟｿｺﾝやPLC（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾛｼﾞｯｸｺﾝﾄﾛｰﾗｰ）などのﾘﾓｰﾄﾎｽﾄは、耐ﾉｲｽﾞが高

いｱｲｿﾚｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟをご使用下さい。誤動作や故障の原因となる可能性が有り

ます。 

 

7.1. 通信仕様 

RS-232C RS-485 

2線式 

全 2重 半 2重 

調歩同期式 

ASCII ｺｰﾄﾞ 

ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長 8bit 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1bit 

ﾊﾟﾘﾃｨ なし 

最大ｹｰﾌﾞﾙ長 15m 最大ｹｰﾌﾞﾙ長 1200m※ 

最大接続数：1 最大接続数：32（ﾎｽﾄ含む） 

9600/19200/38400 bps 9600/19200/38400 bps 

※ RS-485 の規格では 1200mまで通信可能です。30mを超える場合は、ﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ側の仕

様やﾉｲｽﾞなど使用環境をご確認の上、ご使用下さい。 

※ ﾃﾞｰﾀ送信後 20msec以内に、受信状態に切り替えて下さい。 

※ ﾃﾞｰﾀを受信するまでのﾀｲﾑｱｳﾄは、150msec以上にして下さい。 

※ ﾃﾞｰﾀを受信後、50msec 以上の間隔を空けて、次のﾃﾞｰﾀを送信して下さい。 

 

7.2. 各種設定 

 結線図 

 RS-232C 結線図 

 下記に RS-232Cの接続例を示します。ﾎｽﾄ側は、D-sub9 ﾋﾟﾝ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

15GND

TxD

RxD

GND5

3

2

ﾎｽﾄ側pin番号本器側pin番号

RxD

TxD

4

6
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 RS-485 終端抵抗なし（例） 

 RS-485 の結線として、NATIONAL INSTRUMENTS 社製 USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ USB-485 を例に説明しま

す。 

 
 

 RS-485 終端抵抗有り（例） 

 RS-485 の結線として、NATIONAL INSTRUMENTS 社製 USB ｼﾘｱﾙｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ USB-485 を例に説明しま

す。 

 
 

 ｱﾄﾞﾚｽ設定 

ｱﾄﾞﾚｽの設定は、UL-MOBIがｲﾝｽﾄｰﾙされたWindows/Android端末をSW100-RにUSBｹｰﾌﾞﾙで接続し

て、UL-MOBIで行います。 

SW100-Rのｱﾄﾞﾚｽの設定は、24V非通電時のみ可能です。 

UL-MOBI のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ方法、および、ｱﾄﾞﾚｽの設定方法は本書 11章を参照ください。 

 工場出荷時は、00に設定されています。 

 RS-485 で複数台を接続して使用する場合は、ｱﾄﾞﾚｽを 00以外のそれぞれ異なる番号を設

定してください。ｱﾄﾞﾚｽ変更設定後も、ｱﾄﾞﾚｽ 00は常時使用可能なｱﾄﾞﾚｽ番号として常に機

能しており、重複を避ける必要があります。 

 設定範囲は 00～99となります。 

 RS-485の 1 ﾗｲﾝの最大接続数はﾎｽﾄを含めて 32台です。 

 設定は随時有効になります。 

 RS-232C でも、本ｱﾄﾞﾚｽ番号を使用します。 

 

 ﾎﾞｰﾚｰﾄ設定 

ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定は、UL-MOBIがｲﾝｽﾄｰﾙされたWindows/Android端末をSW100-RにUSBｹｰﾌﾞﾙで接続

して、UL-MOBIで行います。 

SW100-Rのﾎﾞｰﾚｰﾄの設定は、24V非通電時のみ可能です 

UL-MOBIのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ方法、および、ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定方法は本書11章を参照ください。 

 工場出荷時は、38400bps に設定されています。 

 設定可能ﾎﾞｰﾚｰﾄは『9600bps』、『19200bps』、『38400bps』となります。 

 

 

 

 

TxD+

RxD+

ﾎｽﾄ側pin番号

RS485+

本器側pin番号

8

4

RS485-

GND

12

10

15 1

9

5

GND

TxD-

RxD-

GND

RxD-

TxD-
RS485- 10

5

9

本器側pin番号 ﾎｽﾄ側pin番号

RS485+ 12
4 RxD+

8 TxD+

RS485+ 13

GND 15 1

終端抵抗 5
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7.3. 基本ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 

 下記は、送受信の基本的なﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄとなります。 

: AD0 AD1 CMD D0 …… Dn SH SL CHKH CHKL CR 

: ｺﾛﾝ 

AD0 機器のｱﾄﾞﾚｽ･上位(0～9) 

AD1 機器のｱﾄﾞﾚｽ･下位(0～9) 

CMD 各種ｺﾏﾝﾄﾞ(大文字/小文字に注意) 

D0 ﾃﾞｰﾀ 

Dn ﾃﾞｰﾀ 

SH ｽﾃｰﾀｽ(状態)の上位 

SL ｽﾃｰﾀｽ(状態)の下位 

CHKH ﾁｪｯｸｻﾑの上位(0～9、A～F) 

CHKL ﾁｪｯｸｻﾑの下位(0～9、A～F) 

CR ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ 

 ｺﾏﾝﾄﾞは英数字の大文字、小文字の構成になります。 

 ﾁｪｯｸｻﾑは、AD0～SLまでの排他的論理和（XOR）となります。 

全て ASCII ｺｰﾄﾞの 16進法にて変換してください。 

 

 ｺﾏﾝﾄﾞ一覧 

ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 ｺﾏﾝﾄﾞ 説明 

D 測定値、ｽﾃｰﾀｽの読み込み T 機種、ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝの読み込み 

ZER zero点調整 1R ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 1の読み込み 

ATM 大気圧調整 1W ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 1の書き込み 

CLR zero点/大気圧調整ｸﾘｱ 2R ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 2の読み込み 

SR ｽﾃｰﾀｽの読み込み 2W ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 2の書き込み 

SW ｽﾃｰﾀｽの書き込み   

 

 受信正常時 

 受信が正常に行われた場合、下記の返信となります。 

圧力値などの返信の場合 

: AD0 AD1 D X . X X E ± X X SH SL CHKH CHKL CR 

 

ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ書き込みや調整時の返信の場合 

: AD0 AD1 o CHKH CHKL CR 

 ‘o’は小文字です。 

 

 受信異常時 

ｺﾏﾝﾄﾞで指示された動作ができなかった場合や、受信が正常に行われなかった場合、ｺﾏﾝﾄﾞが無

い場合は、下記返信となります。 

: AD0 AD1 n CHKH CHKL CR 

 ‘n’は小文字です。 
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7.4. ｺﾏﾝﾄﾞ 

 測定値、ｽﾃｰﾀｽの読み込み 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 D CHKH CHKL CR 

 

本器→PC への返信ﾌｫｰﾏｯﾄ 

： AD0 AD1 D X . X X E ± X X SH SL CHKH CHKL CR 

 「X．XXE±XX」の部分は測定圧力値が入ります。 

例 1）3.00E+03 ⇒ 3.00×10+3Pa 

例 2）5.00E+00 ⇒ 5.00×10+0Pa 

例 3）4.00E-01 ⇒ 4.00×10-1Pa 

 「E．EEE＋EE」返信時 ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線 

 「F．FFE＋FF」返信時 測定圧力範囲以上 

 ｽﾃｰﾀｽ「SH」、「SL」に関しては、本書 7.3項を参照下さい。 

 

 zero点調整ｺﾏﾝﾄﾞ 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 ZER CHKH CHKL CR 

 調整可能圧力範囲 ±1Pa程度 

 調整が不可能な圧力では‘n’が返信されます。 

 調整後は、測定値を読み込み、ﾁｪｯｸして下さい。 

 CPUの処理時間が必要です。1.5 秒以上経過後、次のｺﾏﾝﾄﾞを送信して下さい。 

 

 大気圧調整ｺﾏﾝﾄﾞ 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 ATM CHKH CHKL CR 

 調整可能圧力範囲 約 1×10+4Pa～約 2×10+5Pa 

 調整が不可能な圧力では‘n’が返信されます。 

 調整後は、測定値を読み込み、ﾁｪｯｸして下さい。 

 CPUの処理時間が必要です。1.5 秒以上経過後、次のｺﾏﾝﾄﾞを送信して下さい。 

 

 zero点、大気圧調整ｸﾘｱｺﾏﾝﾄﾞ 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 CLR CHKH CHKL CR 

 ｺﾏﾝﾄﾞが正常に受信された場合、正常受信の’o’が返信されます。 

 CPUの処理時間が必要です。1.5秒以上経過後、次のｺﾏﾝﾄﾞを送信して下さい。 

 

 ｽﾃｰﾀｽ読み込み 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 SR CHKH CHKL CR 

 

本器→PC への返信ﾌｫｰﾏｯﾄ 

： AD0 AD1 S SH SL CHKH CHKL CR 

 ｽﾃｰﾀｽ「SH」、「SL」に関しては、本書 7.3項を参照下さい。 

 

 ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ読み込み 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 T CHKH CHKL CR 

 

本器→PC への返信ﾌｫｰﾏｯﾄ 

： AD0 AD1 T S W 1 0 0 R 3 1 5 CHKH CHKL CR 

 「SW100R」が機種名、「315」がｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ Ver3.15 を意味します。 

 ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝは断り無く変わる可能性が有ります。 
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 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 1設定値 読み込み 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 1R CHKH CHKL CR 

 

本器→PC への返信ﾌｫｰﾏｯﾄ 

： AD0 AD1 1 X . X X E ± X X CHKH CHKL CR 

 「±」は「+」または「-」となります。 

 

 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 2設定値 読み込み 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 2R CHKH CHKL CR 

 

本器→PC への返信ﾌｫｰﾏｯﾄ 

： AD0 AD1 2 X . X X E ± X X CHKH CHKL CR 

 「±」は「+」または「-」となります。 

 

 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 1設定値 書き込み 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 1W X . X X E ± X X CHKH CHKL CR 

 設定可能な数値は 5.00×10-2Pa～1.00×10+5Pa です。5.00×10-2Pa より低い値を設

定した場合 5.00×10-2Pa に設定され、1.00×10＋5 Pa より高い値を設定した場合

1.00×10＋5Pa設定されます。 

 内部の仮数部比較処理は小数点以下 2桁[□.□□×10-□□]で行っています。 

 ｺﾏﾝﾄﾞが正常に受信された場合、正常受信の’o’が返信されます。 

 CPUの処理時間が必要です。1.5 秒以上経過後、次のｺﾏﾝﾄﾞを送信して下さい。 

 

 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ 2設定値 書き込み 

ｺﾏﾝﾄﾞ : AD0 AD1 2W X . X X E ± X X CHKH CHKL CR 

 設定可能な数値は 5.00×10-2Pa～1.00×10+5Pa です。5.00×10-2PA より低い値を設

定した場合 5.00×10-2Pa に設定され、1.00×10＋5Pa より高い値を設定した場合

1.00×10＋5Paに設定されます。 

 内部の仮数部比較処理は小数点以下 2桁［□.□□×10-□□］で行っています。 

 ｺﾏﾝﾄﾞが正常に受信された場合、正常受信の’o’が返信されます。 

 CPUの処理時間が必要です。1.5 秒以上経過後、次のｺﾏﾝﾄﾞを送信して下さい。 
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7.5. ﾁｪｯｸｻﾑについて 

ﾁｪｯｸｻﾑとは、送信したﾃﾞｰﾀが、正しく受信出来たかをﾁｪｯｸするためのものです。 

ﾁｪｯｸｻﾑの計算は、ｱﾄﾞﾚｽからﾁｪｯｸｻﾑの前の文字までの排他的理論和（XOR）となります。 

 

ﾁｪｯｸｻﾑを手動で計算する場合は、Windowsに標準で付属している「電卓」を用いると便利です。

電卓の種類でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰを選んで 16進数（HEX）で計算して下さい。 

 

例：ｱﾄﾞﾚｽ 11の測定値とｽﾃｰﾀｽを読み込む時 

ｱﾄﾞﾚｽ 11の測定値とｽﾃｰﾀｽを読み込む時のｺﾏﾝﾄﾞ、および ASCII ｺｰﾄﾞは、下記となります。 

ｺﾏﾝﾄﾞ(ASII) : 1 1 D CHKH CHKL CR 

  ↓ ↓ ↓    

HEX  31 31 44 CHKH CHKL CR 

 

「31」 Xor 「31」 Xor 「44」 = 44 

ｱﾄﾞﾚｽからﾁｪｯｸｻﾑの前の文字までの XORでの計算結果は、44 となります。 

ｺﾏﾝﾄﾞの先頭文字『：』は計算しないで下さい。 

 

よって、この正確なｺﾏﾝﾄﾞは、 

ｺﾏﾝﾄﾞ(ASII) : 1 1 D 4 4 CR 

 

この時の測定値が下記の文字列とすると 

ｺﾏﾝﾄﾞ 

(ASII) : 1 1 D 1 . 0 0 E + 0 5 F 3 4 0 CR 

  ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓  ↓ ↓ ↓ ↓    

HEX  31 31 44 31 2E 30 30 45 2B 30 35 46 36 CHKH CHKL CR 

 

「31」 Xor 「31」 Xor 「44」 Xor 「31」 Xor 「2E」 Xor 

「30」 Xor 「30」 Xor 「45」 Xor 「2B」 Xor 「30」 Xor 

「35」 Xor 「46」 Xor 「36」 

=「40」 

よって、ｱﾄﾞﾚｽからﾁｪｯｸｻﾑの前の文字までを XORにて計算すると、「40」となり、受信した

ﾃﾞｰﾀが正しく受信出来たと判断出来ます。 

ｺﾏﾝﾄﾞの先頭文字『：』は計算しないで下さい。 
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7.6. ｽﾃｰﾀｽ 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線やｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄの状態などを示します。 

0～9、および A～Fの文字を 16進法から 2進法に変更して使用します。 

 

 SH（ｽﾃｰﾀｽの上位） 

本器では SHにはｽﾃｰﾀｽはありません。 

bit ｽﾃｰﾀｽ F「46」 

B7 N･C 1 

B6 N･C 1 

B5 N･C 1 

B4 N･C 1 

 

 SL（ｽﾃｰﾀｽの下位） 

bit ｽﾃｰﾀｽ C「43」 4「34」 6「36」 5「35」 7「37」 

B3 ERROR 1 0 0 0 0 

B2 N･C 1 1 1 1 1 

B1 SETPOINT2 0 0 1 0 1 

B0 SETPOINT1 0 0 0 1 1 

 

ERROR 1: ｴﾗｰ時 0: 正常時 

SETPOINT2 1: ON 0: OFF 

SETPOINT1 1: ON 0: OFF 

 

例 1）現在 B2の N.Cの値が 1になっています。 

N･C : 1 ERROR OF : 0 

N･C : 1 N･C             : 1 

N･C : 1 SETPOINT2 ON : 1 

N･C : 1 SETPOINT1 OFF : 0 

 

という信号が読み込まれるときは 

SH : F〔46H〕 

SL : 6〔36H〕 

 

例 2）電源を入れた状態でのﾃﾞﾌｫﾙﾄ値は以下の様になっています。 

N･C : 1 ERROR OF :0 

N･C : 1 N･C             :1 

N･C : 1 SETPOINT2 ON :0 

N･C : 1 SETPOINT1 OFF :0 

 

SH : F〔46H〕 

SL : 4〔34H〕 

となります。 
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7.7. ASCIIｺｰﾄﾞ表 

ASCII Hex ASCII Hex ASCII Hex ASCII Hex 

(nul) 00 (sp) 20 @ 40 ‘ 60 

(soh) 01 ! 21 A 41 a 61 

(stx) 02 “ 22 B 42 b 62 

(etx) 03 # 23 C 43 c 63 

(eot) 04 $ 24 D 44 d 64 

(enq) 05 % 25 E 45 e 65 

(ack) 06 & 26 F 46 f 66 

(bel) 07 ‘ 27 G 47 g 67 

(bs) 08 ( 28 H 48 h 68 

(tab) 09 ) 29 I 49 i 69 

(lf) 0A * 2A J 4A j 6A 

(vt) 0B + 2B K 4B k 6B 

(ff) 0C , 2C L 4C l 6C 

(cr) 0D - 2D M 4D m 6D 

(so) 0E . 2E N 4E n 6E 

(si) 0F / 2F O 4F o 6F 

(dle) 10 0 30 P 50 p 70 

(dc1) 11 1 31 Q 51 q 71 

(dc2) 12 2 32 R 52 r 72 

(dc3) 13 3 33 S 53 s 73 

(dc4) 14 4 34 T 54 t 74 

(nak) 15 5 35 U 55 u 75 

(syn) 16 6 36 V 56 v 76 

(etb) 17 7 37 W 57 w 77 

(can) 18 8 38 X 58 x 78 

(em) 19 9 39 Y 59 y 79 

(sub) 1A : 3A Z 5A z 7A 

(esc) 1B ; 3B [ 5B { 7B 

(fs) 1C < 3C \ 5C | 7C 

(gs) 1D = 3D ] 5D } 7D 

(rs) 1E > 3E ^ 5E ~ 7E 

(us) 1F ? 3F _ 5F (del) 7F 
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8. zero 点調整、大気圧調整 

本器は、zero 点調整、大気圧調整を行うことにより、より正確に測定が行えます。 

大気圧側の指示値や zero点側の指示値にずれが見られた場合は、下記手順に従って調整を行っ

て下さい。 

 

8.1. 各調整の方法 

 zero 点調整、大気圧調整は下記方法にて行うことができます。 

 測定子からの信号により、zero 点調整を実施するのか、大気圧調整を実施するのかを自動で判

断します。 

機種 調整方法 操作方法 

SW100-A 

手動 
本器の『ADJ』ｽｲｯﾁを 1秒以上押して下さい。 

5秒以上押しますとｸﾘｱされますので、ご注意下さい。 

外部 I/O 
I/Oより『ADJ調整入力』を 1秒以上、ON（ｼｮｰﾄ）して下さい。 

5秒以上 ONしますとｸﾘｱされますので、ご注意下さい。 

UL-MOBI 

CONTROL ﾀﾌﾞの”ZERO ADJUST”,”ATM.ADJUST”をｸﾘｯｸすることによ

り調整可能です。24V非通電時は、UL-MOBIからは調整できません。

24V通電時は、ｸﾘｯｸ後にﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力により調整可能です。 

※詳細は、本書 11章を参照ください。 

SW100-R 
通信 ｼﾘｱﾙ通信にて各ｺﾏﾝﾄﾞを入力して下さい。 

UL-MOBI UL-MOBI で調整できません。 

 

 zero 点調整方法 

1×10-2Pa 以下になった直後に調整を実施されると、測定子内の温度が平衡状態になっておら

ず、誤差が大きくなる可能性があります。また、調整が終了するまで本器の電源を OFF しないで

下さい。 

なお調整範囲は、未調整状態にて±1Pa程度となっております。調整が出来ない場合は、ﾌｨﾗﾒﾝ

ﾄの汚れなどによる測定子の寿命が考えられます。 

① 真空容器を排気して下さい。 

② 電離真空計などの真空計を用い、真空容器の圧力が 1×10-2Pa 以下であることを確認して

下さい。 

③ 1×10-2Pa以下の状態で、5 分間以上おいて下さい。 

④ 調整を実施して下さい。 

 

 大気圧調整方法 

真空状態から 1×10+5Pa になった直後に調整を実施されると、測定子内の温度が平衡状態にな

っておらず、誤差となる可能性があります。また、調整が終了するまで本器の電源を OFF しない

で下さい。 

なお調整範囲は、未調整状態にて 1×10+4Pa 程度～2×10+5Pa 程度となっております。調整が出

来ない場合は、ﾌｨﾗﾒﾝﾄの汚れなどによる測定子の寿命が考えられます。 

① 真空容器に窒素ｶﾞｽを導入して下さい。 

② 隔膜真空計などの真空計を用い、真空容器の圧力が 1×10+5Paであることを確認して下さい。 

③ 1×10+5Paの状態で、5分間以上おいて下さい。 

④ 調整を実施して下さい。 
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8.2. 各調整の完了の確認 

 zero 点調整、大気圧調整が行われた場合、POWER/ERROR LED が下記のように動作します。 

POWER/ERROR LED の表示 状態 

0.3 秒間消灯 正常に調整が終了しました 

0.3 秒間の消灯が 3回連続する 

調整が出来ませんでした 

⇒圧力をご確認下さい 

⇒ﾌｨﾗﾒﾝﾄの断線をご確認下さい 

0.3 秒間消灯し、3 秒後再度 0.3 秒間の消灯が

2回連続する 
大気圧調整、zero点調整がｸﾘｱされました 

点灯したままで、点滅しない 

信号が入力されていません 

⇒手動の場合は、再度ｽｲｯﾁを押して下さい 

⇒I/O の場合は、配線などをご確認下さい 

⇒ｼﾘｱﾙ通信の場合は、通信ｺﾏﾝﾄﾞを確認下 

さい 

 

8.3. 調整ｸﾘｱ方法 

 大気圧調整、zero点調整をｸﾘｱすることにより、大気圧調整と zero点調整を初期値に戻すこと

ができます。 

機種 調整方法 操作方法 

SW100-A 

手動 本器の『ADJ』ｽｲｯﾁを 5秒以上押し続けて下さい。 

外部 I/O I/O より『ADJ調整入力』を 5秒以上 ON（ｼｮｰﾄ）して下さい。 

UL-MOBI 

CONTROL ﾀﾌﾞの”ADJUST CLEAR”をｸﾘｯｸすることによりｸﾘｱ可能で

す。24V非通電時は、UL-MOBIからはｸﾘｱできません。 

24V 通電時は、ｸﾘｯｸ後、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力によりｸﾘｱ可能です。 

※詳細は、本書 11章を参照ください。 

SW100-R 
通信 ｼﾘｱﾙ通信にてｺﾏﾝﾄﾞを入力下さい。 

UL-MOBI UL-MOBIでｸﾘｱできません。 

 

 

調整ｸﾘｱ 

調整のｸﾘｱを行いますと、大気圧調整とzero点調整の両方がｸﾘｱされま

す。大気圧調整のみ、もしくは、zero点調整のみなど、どちらか片方のｸﾘ

ｱは出来ませんので、ご注意下さい。 

 

8.4. ﾒﾓﾘ機能 

本器の電源が OFFされても、大気圧調整値、zero 点調整値は、ﾒﾓﾘに記憶しております。 

ただし、長期間使用されない場合は、ご使用再開時に調整することを推奨します。 
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9. OUTPUT（測定値出力電圧互換性） 

本器 SW100 は、測定値出力電圧について、本章に示す互換性（OUTPUT）を保持しており、本機

能をご使用いただくことで、設備側で SW100 からの測定値出力電圧を圧力値に換算する設定を変

更することなく SW100 への置き換えをすることが可能です。本機能は、UL-MOBI で設定を行いま

す。 

MODEL OUTPUT 対応機種/換算式 参照 

SW100-A 

SW100-A/SW1-1 SW100-A 本書 1～6,8章参照 

SW100-A/SW1-1 ULVAC製ﾋﾟﾗﾆ真空計 SW1-1 
本書 1～6,8章、 

および、9.1項参照 

SP1 ULVAC 製ﾋﾟﾗﾆ真空計 SP1 
本書 1～6,8章、 

および、9.2項参照 

PSG 
P=10^((V-3.572)/1.286) 

（P：圧力[Pa]、V：測定値出力電圧[V]） 

本書 1～6,8章、 

および、9.3.1項参照 

APG 
P=10^(V-4) 

（P：圧力[Pa]、V：測定値出力電圧[V]） 

本書 1～6,8章、 

および、9.3.2項参照 

SW100-R 

― SW100-R 本書 1～8章参照 

― ULVAC 製ﾋﾟﾗﾆ真空計 SW1-2 
本書 1～8章、 

および、9.1項参照 

 

本設定の初期値は、SW100-A/SW1-1となっておりますので、SW100-Aを新規でご使用される場合、

もしくは、SW1-1と同様にご使用される場合は、設定不要です。また、SW100-Rにつきましては互

換性の機能が無いため、本機能は設定できません。 

弊社ﾋﾟﾗﾆ真空計ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ SW1 ｼﾘｰｽﾞから SW100 ｼﾘｰｽﾞに置き換える場合は 9.1項、弊社ﾋﾟﾗﾆ真空計

ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ SP1から SW100-Aに置き換える場合は 9.2項をご確認ください。 

また、測定値出力電圧から圧力への換算式について、SW1,SP1と異なる換算式への互換性も保持し

ておりますので、9.3 項をご確認ください。 

 なお、ご購入後は新規導入時・置き換え時ともに、本書をご確認いただき、設定・接続をお願

いいたします。 

特に互換機として使用される場合は、SW100-Aの性能が限定的となる場合がありますので、本書

をご確認の上ご了承ください。 

※ SW100 の設定は、UL-MOBIがｲﾝｽﾄｰﾙされた Windows/Android 端末と USB ｹｰﾌﾞﾙが必要です。 

※ UL-MOBIのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ方法、および、設定方法は本書 11章を参照ください。 

 

9.1. SW1ｼﾘｰｽﾞ互換性 

SW1ｼﾘｰｽﾞとSW100ｼﾘｰｽﾞへの置き換えはｾﾝｻﾕﾆｯﾄSW100への交換のみで、設定の変更は不要です。 

SW1 ｼﾘｰｽﾞ  SW100 ｼﾘｰｽﾞ 

型式 測定圧力範囲  OUTPUT 測定圧力範囲 

SW1-1 5.0×10-2Pa～1.0×10+5Pa ⇒ SW100-A/SW1-1 5.0×10-2Pa～1.0×10+5Pa 

SW1-2 5.0×10-2Pa～1.0×10+5Pa ⇒ ― 5.0×10-2Pa～1.0×10+5Pa 

※ 測定精度等、その他の基本仕様につきましては、本書 0項と、SW1の取扱説明書を参照くだ

さい。 

※ ご購入後、OUTPUTの設定を変更されている場合は、その設定が SW100本体に記録されてお

りますので、SW1-1からの置き換え時に、OUTPUTの設定を”SW100-A/SW1-1”にしてくださ

い。 

 

1) SW1：測定子互換性 

SW100 に使用する測定子は、SW1 で使用している測定子と同じ SWP ｼﾘｰｽﾞになります。 
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2) SW1：I/O互換性 

 SW100 と SW1 ｼﾘｰｽﾞはﾋﾟﾝｱｻｲﾝが同じ配置となっておりますので、SW1 ｼﾘｰｽﾞでご使用いただいて

いた D-Sub ｺﾈｸﾀｰをそのまま差替えることでご使用いただけます。ﾋﾟﾝｱｻｲﾝにつきましては、本書

3.3 項（SW1-1⇒SW100-A）、および、3.4 項（SW1-2⇒SW100-R）を参照ください。 

 

3) 各種信号 

 本書 5章を参照ください。 

 

9.2. SP1互換性 

UL-MOBI で SW100-A の OUTPUT を SP1 に設定すると、弊社性ﾋﾟﾗﾆ真空計ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ SP1 と同じ測定

値出力電圧となります。 

SP1  SW100-A 

型式 測定圧力範囲  OUTPUT 測定圧力範囲 

SP1 4.0×10-1Pa～3.0×10+3Pa ⇒ SP1 4.0×10-1Pa～3.0×10+3Pa 

※ 測定精度等、その他の基本仕様につきましては、本書 0 章、SP1 の取扱説明書を参照くださ

い。 

※ SP1 互換として使用する場合は、測定圧力範囲が SW100-A と大きく異なりますのでご注意く

ださい。 

 

1) SP1：測定子互換性 

SP1 で使用する測定子 WP ｼﾘｰｽﾞは SW100では使用できませんので、SW100 用測定子 SWP ｼﾘｰｽﾞを

ご使用ください。下記ﾘｽﾄはﾌﾗﾝｼﾞｻｲｽﾞの対応一覧になります。 

SP1用測定子  SW100用測定子 

型式 ﾌﾗﾝｼﾞｻｲｽﾞ  型式 ﾌﾗﾝｼﾞｻｲｽﾞ その他、型式 

WP-01 φ18mmTube ⇒ SWP-P18 φ18mmTube SWP-25 

SWP-R1/8 

SWP-CF16 

SWP-1S 

NW25 

R1/8 

ICF034 

sanitary1” 

WP-02 φ15mm（φ18mm）Tube ⇒ SWP-P15 φ15mmTube 

WP-03 R3/8（PT3/8） ⇒ 該当無し  

WP-16 NW16 ⇒ SWP-16 NW16 

 

2) SP1：I/O互換性 

SW100-A：UL-MOBIで OUTPUTを SP1に設定することで、SP1と同じ測定値出力電圧でご使用いた

だけますが、SP1使用時に信号 GNDとして 10pinを使用していた場合は、15pinへの変

更が必要となります。ﾋﾟﾝｱｻｲﾝは、本書 9.4項をご確認ください。 

 SW100-R：互換性はありません。 

※ SP1 ご使用時に D-SUB の 10pin を信号 GND に使用していた場合、15pin への配線変更が必

要となります。 

 

3) SP1：各状態での測定値出力 

SP1 設定では、測定している圧力を DC 0V～10Vの信号にて出力します。 

 （I/O ｺﾈｸﾀｰ：8pin［圧力信号出力+］ - 15pin［GND］） 

測定時に起こりうるいくつかの状態での測定値出力は、下表のようになっています。 

動作状態 測定値出力電圧 

正常測定時 測定圧力に対応した電圧 0.1V～5.0V 

3000Pa以上 5.0V以上 

測定可能下限を下回ったとき 0.1V以下 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線などｾﾝｻｴﾗｰ時 9.0V以上 

起動後 4秒間 5.4V以下 

電源電圧異常、ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ故障など 0.5V以下 

※ 起動後 4秒間はｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ機能が無効になります。 

※ 測定値出力以外の信号については、本書 5.2項、5.3項を参照ください。 
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9.3. その他互換性 

 以下に示す圧力への換算式に対応した測定値出力にも対応しております。ただし、本項記載以

外の基本仕様は 0項に示す SW100の基本仕様となり、測定子も SW100専用の SWP ｼﾘｰｽﾞを使用いた

だけます。 

 

 PSG 互換性 

1) PSG：互換仕様 

UL-MOBI で SW100-A の OUTPUT を PSG に設定することで、以下に示す測定値出力電圧-圧力換算

式に対応した測定値出力電圧を出力します。 

・ 測定値出力電圧値-圧力換算式 

P=10^((V-3.572)/1.286)（P：圧力[Pa]、V：測定値出力電圧[V]） 

・ 測定圧力範囲 

   5×10-2Pa～1×10+5Pa 

なお、測定子は、SW100-A 専用の SWP ｼﾘｰｽﾞのみ使用可能です。 

 

2) PSG：I/O仕様 

 SW100-A：UL-MOBI で OUTPUT を PSG に設定することで、上記換算式に対応した測定値出力電圧

で使用いただけます。ﾋﾟﾝｱｻｲﾝは、本書 9.4項をご確認ください。 

 SW100-R：互換性はありません。 

※ 置換え元の真空計の内部回路構造によっては、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ出力ができない可能性があります。 

※ I/O ｺﾈｸﾀｰは、D-sub15 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ(ｵｽ、M2.6mm ﾈｼﾞ）です 

 

3) PSG：各状態での測定値出力 

PSG 設定では、測定している圧力を DC 0V～10Vの信号にて出力します。 

（I/O ｺﾈｸﾀｰ：8pin［圧力信号出力+］ - 15pin［GND］） 

測定時に起こりうるいくつかの状態での測定値出力は、下表のようになっています。 

動作状態 測定値出力電圧 

正常測定時 測定圧力に対応した電圧 1.9V～10V 

測定可能下限を下回ったとき 1.0V～1.9V 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線などｾﾝｻｴﾗｰ時 0.5V未満 

起動後 4秒間 10V 

電源電圧異常、ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ故障など 0.5V以下 

※ 起動後 4秒間はｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ機能が無効になります。 

※ 測定値出力以外の信号については、本書 5.2項、5.3項を参照ください。 

 

 APG 互換性 

1) APG：互換仕様 

UL-MOBI で SW100-A の OUTPUT を APG に設定することで、以下に示す測定値出力電圧-圧力換算

式に対応した測定値出力電圧を出力します。 

・ 出力電圧値-圧力換算式 

P=10^(V-4)（P：圧力[Pa]、V：測定値出力電圧[V]） 

・ 測定圧力範囲 

1×10-1Pa～1×10+5Pa 

 なお、測定子は、SW100-A専用の SWP ｼﾘｰｽﾞのみ使用可能です。 

 

2) APG：I/O仕様 

 SW100-A：UL-MOBI で OUTPUT を APG に設定することで、上記換算式に対応した測定値出力電圧

で使用いただけます。ﾋﾟﾝｱｻｲﾝは、本書 9.4項をご確認ください。 

 SW100-R：互換性はありません。 

※ 置換え元の真空計の内部回路構造によっては、ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ出力ができない可能性があります。 

※ I/O ｺﾈｸﾀｰは、D-sub15 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ(ｵｽ、M2.6mm ﾈｼﾞ）です。 
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3) APG：各状態での測定値出力 

APG 設定では、測定している圧力を DC 0V～10Vの信号にて出力します。 

（I/O ｺﾈｸﾀｰ：8pin［圧力信号出力+］ - 15pin［GND］） 

測定時に起こりうるいくつかの状態での測定値出力は、下表のようになっています。 

動作状態 測定値出力電圧 

正常測定時 測定圧力に対応した電圧 3.0V～9.0V 

測定可能下限を下回ったとき 2.0V～3.0V 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄ断線などｾﾝｻｴﾗｰ時 9.5V 

起動後 4秒間 9.0V 

電源電圧異常、ｾﾝｻﾕﾆｯﾄ故障など 0.5V以下 

※ 起動後 4秒間はｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ機能が無効になります。 

※ 測定値出力以外の信号については、本書 5.2項、5.3項を参照ください。 
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9.4. I/Oｺﾈｸﾀｰ ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟ SP1, PSG, APG 

 
ｱﾅﾛｸﾞ出力ﾀｲﾌﾟ SP1, PSG, APG I/O ｺﾈｸﾀｰﾋﾟﾝ配置説明図 

（D-sub15 ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀｰ(ﾋﾟﾝ) M2.6mm ﾈｼﾞ） 

 

端子番号 OUTPUT:SP1 OUTPUT:PSG OUTPUT:APG 

1 電源 電源 電源 

2 ｾﾝｻｴﾗｰ ｾﾝｻｴﾗｰ ｾﾝｻｴﾗｰ 

3 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ1 

4    

5  ADJ調整入力 ADJ調整入力 

6    

7    

8 圧力信号出力 圧力信号出力 圧力信号出力 

9 電源GND 電源GND 電源GND 

10    

11 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ2 

12    

13    

14    

15 信号GND 信号GND 信号GND 

ｹｰｽ ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

 
配線 

斜線部は内部回路で使用されていますので配線しないで下さい。 

 

81

9 15
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10. 測定子交換 

本章は、測定子 SWPの交換に関する説明となります。 

 

電源遮断 

測定子を交換される際は、必ず電源を遮断して下さい。また交換が完了

するまで電源を入れないで下さい。電源を入れた状態で測定子を抜き差し

すると、本器および本器に接続されている機器の破損や火災の原因になり

ます。 

 

衝撃 

本器には衝撃を与えないで下さい。衝撃によりﾌｨﾗﾒﾝﾄの断線、測定子のﾘｰ

ｸ、取り付け部の破損などの原因になります。 

 

ﾘｰｸﾃｽﾄ 

測定子を交換や取り外しされた際は、ﾘｰｸﾃｽﾄを実施して下さい。ﾋﾟﾝ部な

どへの衝撃によりﾘｰｸしている可能性があります。 

 

10.1. 工具 

必要な工具は、対辺ｻｲｽﾞ 1.5mmの六角ﾚﾝﾁとなります。 

 

10.2. 測定子の取り外し 

測定子固定ﾈｼﾞを緩めますと、測定子を取り外すことができます。ゆっくりと SW100から測定子

を抜き取って下さい。 

 
測定子の取り外し 

 

10.3. 測定子の取り付け 

測定子を SW100にゆっくり挿入して下さい。一気に挿入すると、強い力が働き、測定子をﾘｰｸさ

せたり、また基板を破損する恐れがありますので、ゆっくりと挿入して下さい。しっかりと挿入

しましたら、測定子固定ﾈｼﾞを締めて下さい。 

 

10.4. ﾘｰｸﾃｽﾄ 

測定子を取り付けたら、その状態でﾘｰｸﾃｽﾄを実施して下さい。 

許容ﾘｰｸ量：1.0×10-10Pa･m3/s 

 

10.5. 測定子交換後の調整 

測定子を交換後は、zero 点と大気圧を調整して下さい。なお詳細な調整方法に関しましては、

本書 8章を参照ください。 
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11. UL-MOBI 使用方法 

本章は、専用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ“UL-MOBI”に関する説明となります。 

SW100 ｼﾘｰｽﾞは下記のｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできる UL-MOBI がｲﾝｽﾄｰﾙされた Windows/Android 端末と

USB ｹｰﾌﾞﾙで接続することで、Windows/Android端末で各種設定や状態を確認する事が出来ます。 

※ Windows/Android端末、および USB ｹｰﾌﾞﾙは、付属しません。 

 

【UL-MOBIﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｻｲﾄ】 

・ UL-MOBI for Windows（対応 OS：Windows10以降、64bit対応） 

弊社 HP https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908 

  

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

UL-MOBI for Windowsの使用には、ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが必要です。ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞ

ﾗｲﾊﾞｰがｲﾝｽﾄｰﾙされていないとUL-MOBIの立ち上げは可能ですが、USBｹｰﾌﾞﾙ

でWindows端末にSW100を接続してもWindowsが接続を認識できません。

（ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ内に不明なﾃﾞﾊﾞｲｽと表示されます。）本書11.2.2項3)を

ご確認の上、必要に応じｲﾝｽﾄｰﾙをしてください。 

 

・ UL-MOBI for Andoroid（対応 OS：Android6.0以降) 

Google Play 

 “UL-MOBI”で検索、もしくは、右記 QRコードを読み取ってｲﾝｽﾄｰﾙ。 

 

 

 弊社 HP https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908 

 

11.1. 機能 

 SW100 と UL-MOBIを接続することで、以下の機能が使用可能となります。 

機能 備考 SW100-A SW100-R 

DATA 圧力の数値表示、および、ｸﾞﾗﾌ描画 □ □ 

DATA LOGGING 圧力指示値のﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ 〇 〇 

SAMPLING 
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期確認・変更 

※ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ実行時は変更不可 
〇 〇 

PRESSURE UNIT 
圧力単位を確認・変更 

※UL-MOBI上の表示のみ対応 
〇 〇 

ZERO/ATM POINT ADJUST zero点調整/大気圧調整を実行 ■ － 

ADJUST CLEAR zero点調整と大気圧調整のｸﾘｱ実行 ■ － 

SETPOINT1/2 ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ確認・変更 ● △ 

OUTPUT 互換性の確認・変更 ▲ － 

ADDRESS ｱﾄﾞﾚｽ確認・変更 － △ 

BAUD RATE (SW100) ﾎﾞｰﾚｰﾄ確認・変更（SW100 の設定） △ △ 

BAUD RATE (UL-MOBI) ﾎﾞｰﾚｰﾄ確認・変更（UL-MOBI の設定） ◇ ◇ 

CHECKSUM ﾁｪｯｸｻﾑの設定 － ▲ 

STATUS 状態表示 〇 〇 

NEW PASSWORD ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを変更 ◆ ◆ 

〇：常時可能 

●：常時可能、ただし 24V通電時の変更/実行は要ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力 

△：常時確認可能、変更は 24V通電時のみ不可 

▲：常時確認可能、変更は 24V非通電時は要ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力、24V通電時は不可 

□：24V 通電時のみ可能、SW100-R は 24V通電時でｼﾘｱﾙ通信によるｺﾏﾝﾄﾞ入力時のみ可能 

■：24V 通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力で可能、ただし OUTPUTが SP1設定の時は実行不可 

https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908
https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908
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◇：Disconnect時のみ可能(for Windows)、SW100非接続時のみ可能(for Android) 

◆：24V 非通電時のみ可能 

－：設定/実行不可 

※ 不用意な設定変更により真空装置の故障につながる可能性がありますので、設定変更

の際のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設けております。ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは任意の 4 桁の数字に変更できます。詳細

は、本書 11.2.3.4項㊳（Windows版）、11.3.3.4項㉜（Android版）を参照ください。 

※ 24V通電は、SW100本体上部の D-sub ｺﾈｸﾀｰより行います。本書 3.3項、3.4項を参照く

ださい。 

※ OUTPUT設定が、SP1,PSG,APGの時は、SW100-Aの機能に従います。 

※ 本器内部ｿﾌﾄは、圧力単位を[Pa]として動作しています。UL-MOBI で表示される圧力単

位を[Pa]以外に変更しても、UL-MOBI内部で[Pa]へ換算して本器へ書き込まれます。単

位換算時の丸め誤差が生じることがありますのでご注意願います。 

 

11.2. Windows版 UL-MOBI 

 使用環境 

1) 対応機種 

Windows10 以降、64bit対応 

※ 32bit は対応していません。 

※ .NET Framework 4.5以降がｲﾝｽﾄｰﾙされている必要があります。 

 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

UL-MOBI for Windowsの使用には、ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが必要です。ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞ

ﾗｲﾊﾞｰがｲﾝｽﾄｰﾙされていないとUL-MOBIの立ち上げは可能ですが、USBｹｰﾌﾞﾙ

でWindows端末にSW100を接続してもWindowsが接続を認識できません。

（ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ内に不明なﾃﾞﾊﾞｲｽと表示されます。）本書11.2.2項3)を

ご確認の上、必要に応じｲﾝｽﾄｰﾙをしてください。 

 

2) 接続端子 

SW100 側：USB TypeC 

※ USB TypeC – USB TypeA ｹｰﾌﾞﾙを別途注文品として準備しています。（本書 1.1.2項参照） 

 

 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ/ｲﾝｽﾄｰﾙ 
1) ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

下記の弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより“UL-MOBI for Windwos_v●●●.zip”を選択、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞをしてくださ

い。zip ﾌｧｲﾙ“UL-MOBI for Windows_v●●●_×××”がﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。 

（●●●は Ver.No.、×××はｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞした日付です。） 

UL-MOBI for Windows ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｻｲﾄ 

https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908 

 

2) ｲﾝｽﾄｰﾙ 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした zip ﾌｧｲﾙを解凍し、setup(.exe)を実行します。 

ｲﾝｽﾄｰﾙを完了すると、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟに UL-MOBIのｱｲｺﾝが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908
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3) ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙ 

本製品では英国 FTDI 社の USB 制御 IC を使用しております。Windows10 の場合､ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

は Windows Update に登録されており､ﾈｯﾄﾜｰｸ環境に接続されていれば､自動的にｲﾝｽﾄｰﾙされます。

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰがｲﾝｽﾄｰﾙされていないと UL-MOBI の立ち上げは可能ですが、USB ｹｰﾌﾞﾙで Windows

端末に SW100を接続しても Windowsが接続を認識できません。（ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ内に不明なﾃﾞﾊﾞｲ

ｽと表示されます。）手動でｲﾝｽﾄｰﾙする必要がある場合は、下記 FTDI社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞ

ﾗｲﾊﾞｰをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙをお願いします。 

 

FTDI 社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://ftdichip.com/drivers/VCP-drivers/ 

 

上記ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ内から Operating System欄の”Windows (Desktop)*”の行にあるﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをｲﾝｽﾄｰ

ﾙしてご使用ください。Comments 欄の“setup executable”を選択いただくと簡単にｲﾝｽﾄｰﾙが可

能です｡ 

 
 

 使用方法 

 UL-MOBI を起動し、SW100 と Windows 端末を USB ｹｰﾌﾞﾙで接続してください。UL-MOBI の画面右

上の”CONNECT”（11.2.3.2項⑬）をｸﾘｯｸしてｱﾌﾟﾘと SW100を接続し、STATUS欄(11.2.3.2項⑤）

に”NORMAL”と表示された状態で、使用可能となります。 

 

 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

UL-MOBI は、不用意な設定変更により真空装置の故障につながる可能性がありますので、設定変

更の際のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設けております。ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは 4 桁の数字で、出荷時のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは、”0000”が

SW100 本体に登録されています。必要に応じて変更してください。変更方法は、本書 11.2.3.4項

㊳を参照ください。 

変更後のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの管理は、十分注意いただくようお願いします。 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力が必要な操作を行った際は、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力画面が POP UP画面で表示されます。 

  

https://ftdichip.com/drivers/VCP-drivers/
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 共通画面 

 

① 圧力表示 

24V通電時に、現在の圧力値が表示されます。 

SW100-R 接続時は、24V 通電時でｼﾘｱﾙ通信によるｺﾏﾝﾄﾞ入力時の

み表示されます。 

② 24V 通電表示 SW100に 24Vが通電されていると、青く表示されます。 

③ 圧力単位選択 表示する圧力単位を選択できます。（表示のみの変更です） 

④ MODEL 表示 
接続している SW100の MODEL名が表示されます。 

（CONNECT時に自動で判別します。） 

⑤ FIRM VERSION表示 
接続している SW100のﾌｧｰﾑｳｪｱの VERSIONが表示されます。 

（CONNECT時に自動で判別します。） 

⑥ STATUS 表示 現在の状態が表示されます。 

⑦ ｸﾞﾗﾌ横軸ﾚﾝｼﾞ選択 ｸﾞﾗﾌの横軸（時間軸）のﾚﾝｼﾞを変更します。 

⑧ ｸﾞﾗﾌ表示領域 24V通電時に、測定中の圧力の経時変化をｸﾞﾗﾌで表示します。 

⑨ ｸﾞﾗﾌ縦軸ﾚﾝｼﾞ選択 ｸﾞﾗﾌの縦軸（圧力軸）のﾚﾝｼﾞを変更します 

⑩ ｸﾞﾗﾌ用ｽﾗｲﾄﾞﾊﾞｰ 時間軸方向にｸﾞﾗﾌをｽﾗｲﾄﾞさせます。 

⑪ CLEAR ﾎﾞﾀﾝ 
⑧に表示されたｸﾞﾗﾌ表示を消去し、00:00から再開します。 

（ﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀには影響がなく、⑧のｸﾞﾗﾌ表示のみ消去します。） 

⑫ COM ﾎﾟｰﾄ選択 
表示されている COM ﾎﾟｰﾄに接続されている SW100 の操作と設定

変更ができます。 

⑬ 
BAUD RATE選択 

（UL-MOBI） 

SW100 と UL-MOBI が通信する際の UL-MOBI の BAUD RATE の選択

ができます。DISCONNECT時のみ、選択可能です。 

SW100に設定する BAUD RATE（㉞）と同じ BAUD RATE にしてくだ

さい。CONNECT時に SW100の BAUD RATE を変更した場合は、自動

で SW100の設定と同じ BAUD RATEに変更します。 

SW100に設定した BAUD RATE と異なると接続できませんので、接

続できない場合、BAUD RATEを変更してください。 

⑭ 接続/非接続ﾎﾞﾀﾝ 

“CONNECT”表示の時に押すと接続状態となり“DISCONNECT”表

示になります。”DISCONNECT”表示の時に押すと非接続状態と

なり”CONNECT”表示になります。 

⑮ COTROL ﾀﾌﾞ CONTROL画面が表示されます。（11.2.3.3項を参照ください。） 

⑯ SETTING ﾀﾌﾞ SETTING画面が表示されます。（11.2.3.4 項を参照ください。） 

② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑫ ⑬ ⑭ 

⑮ ⑯ ① 

⑦ 

⑪ 
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 CONTROL ﾀﾌﾞ 

 

⑰ ZERO 点調整ﾎﾞﾀﾝ 

zero点調整を実施します。 

調整値は SW100に保存されます。 

24V通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

ただし、SW100-R を CONNECTしている場合と OUTPUTが SP1 の場

合、機能しません。 

⑱ 大気圧調整ﾎﾞﾀﾝ 

大気圧調整を実施します。 

調整値は SW100に保存されます。 

24V通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

ただし、SW100-R を CONNECTしている場合と OUTPUTが SP1 の場

合、機能しません。 

⑲ 調整ｸﾘｱﾎﾞﾀﾝ 

zero点調整と大気圧調整を出荷時の調整値にします。 

（一方のみを出荷時の調整値にすることはできません。） 

24V通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

ただし、SW100-R を CONNECTしている場合と OUTPUTが SP1 の場

合、機能しません。 

⑳ ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間選択 
ﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀのｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間を選択します。 

ﾛｷﾞﾝｸﾞ実行中は変更できません。 

㉑ ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ保存場所表示 ﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの保存場所を表示します。 

㉒ ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ保存場所初期化 
C:/ULVAC/UL-MOBI/LOG/*******をﾛｸﾞﾌｧｲﾙ保存場所に設定しま

す。（********はその日の年月日になります。） 

㉓ ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ保存場所設定 
ﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの保存場所を任意に設定します。 

選択結果は、㉑に反映されます。 

㉔ ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名設定 作成するﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀのﾌｧｲﾙ名を設定します。 

㉕ ﾛｷﾞﾝｸﾞ経過時間表示 ﾛｷﾞﾝｸﾞ開始からの経過時間を表示します。 

㉖ ﾛｷﾞﾝｸﾞ開始/停止ﾎﾞﾀﾝ 

ﾛｷﾞﾝｸﾞを開始/停止します。 

ﾛｷﾞﾝｸﾞ開始時に、ｸﾞﾗﾌ表示領域（⑧）に表示されていたｸﾞﾗﾌは消

去され、00:00から開始します。 

ただし、24V非通電時は、CSV ﾌｧｲﾙへの圧力の記録が”F.FFE+F”

となります。SW100-R については、24V 通電時でもｺﾏﾝﾄﾞ入力が

ない場合、CSV ﾌｧｲﾙの作成、もしくは記録がされません。 

 

⑰ ⑱ 

⑲ 

⑳ 

㉑ 

㉒ ㉓ 

㉔ 

㉕ 

㉖ 



SK00-9663-EI-001-00 

37 

 SETTING ﾀﾌﾞ 

㉗ SETPOINT1 ON/OFF ﾎﾞﾀﾝ SETPOINT1の値をｸﾞﾗﾌ領域（⑧）に表示します。 

㉘ SETPOINT1 設定 

SETPOINT1の値を設定します。 

常時設定可能ですが、24V通電時はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが必要です。 

設定値は SW100に保存されます。 

㉙ SETPOINT2 ON/OFF ﾎﾞﾀﾝ SETPOINT2の値をｸﾞﾗﾌ領域（⑧）に表示します。 

㉚ SETPOINT2 設定 

SETPOINT2の値を設定します。 

常時設定可能ですが、24V通電時はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが必要です。 

設定値は SW100に保存されます。 

㉛ OUTPUT選択 

OUTPUTを選択します。詳細は、9 章を参照ください。 

設定は SW100に保存されます。 

SW100-A 接続、24V 非通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により選択可能で

す。SW100-Rは非対応のため、選択できません。 

㉜ 

㉝ 
ADDRESS 設定 

ADDRESSを設定します。 

入力箇所（㉜）に設定したい ADDRESS(00～99：半角数字)を入力

し、右横にある”SET”ﾎﾞﾀﾝ（㉝)をｸﾘｯｸし決定します。 

設定結果は SW100に保存されます。 

SW100-R接続時、24V非通電時のみ選択可能です。 

㉞ 
BAUD RATE選択 

（SW100） 

SW100に設定する BAUD RATEを選択します。 

選択結果は SW100に保存されます。 

24V非通電時のみ選択可能です。 

㉟ CHECKSUM 設定 

CHECKSUMを設定します。 

選択結果は SW100に保存されます。 

SW100-R接続時、24V 非通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

㊱ 設定内容読み出し 

㊲で保存した㉘、㉚～㉞の内容を UL-MOBIに読み出し、 

SW100に保存します。 

24V非通電時のみ読み出し可能です。 

㊲ 設定内容保存 
㉘、㉚～㉞の設定内容を保存します。 

保存先は、C:/ULVAC/UL-MOBI/LOG/SETTINGです。 

㊳ ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ設定 

数字 4桁のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを SW100に設定します。 

1 回目の入力画面で現在のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ、2 回目の入力画面で新しい

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します。工場出荷時のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは”0000”です。 

24V非通電時のみ可能です。 

㉗

 

㉘ 

㉙ ㉚ 

㉛ 

㉜ 

㉞ 

㉟ 

㊱ ㊲ 

㊳ 

㉝ 
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11.3. Android版 UL-MOBI 

 使用環境 

1) 対応機種 

Android6,0以降 

2) 接続端子 

SW100 側：USB TypeC 

 

 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ/ｲﾝｽﾄｰﾙ 
1) Google Playを利用する場合 

  Google Playで UL-MOBIと検索していただくか、 

右記の QR ｺｰﾄﾞを読み取っていただき、Google Playより 

UL-MOBI をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ/ｲﾝｽﾄｰﾙして下さい。 

2) Google Playを利用できない場合 

下記の弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより“UL-MOBI for Android_v●●●.apk”を選択、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞをしてくだ

さい。apk ﾌｧｲﾙ“UL-MOBI for Windows_v●●●_×××”がﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。 

（●●●は Ver.No.、×××はｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞした日付です。） 

UL-MOBI for Android ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞｻｲﾄ 

https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908 

  ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ後は、画面の案内に従ってｲﾝｽﾄｰﾙを行ってください。 

3) Android 端末を Web接続できない場合 

Web 接続ができる PC に Android 端末を接続いただき Android 端末にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしていただく

か、SD ｶｰﾄﾞなど Android端末で使用可能な外部ｽﾄﾚｰｼﾞを使用して Android端末で apk ﾌｧｲﾙが使

用できる状態にしてください。Android 端末で apk ﾌｧｲﾙをﾀｯﾌﾟして画面の案内に従ってｲﾝｽﾄｰﾙ

を行ってください。 

 

 使用方法 

 SW100 と Android 端末を USB ｹｰﾌﾞﾙで接続すると、自動的に UL-MOBI が立ち上がり、SW100 と

CONNECT 状態になります。UL-MOBI を立ち上げた状態で、SW100 と Android 端末を USB ｹｰﾌﾞﾙで接

続しても、自動で SW100と CONNECT状態になります。 

※ Android 端末の設定によっては、UL-MOBI が自動で立ち上がらない可能性がありますので、

Android 端末の設定をご確認ください。 

 

 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

UL-MOBI は、不用意な設定変更により真空装置の故障につながる可能性がありますので、設定変

更の際のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを設けております。ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは 4 桁の数字で、出荷時のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは、”0000”が

SW100 本体に登録されています。必要に応じて変更してください。変更方法は、本書 11.3.3.4項

㉜を参照ください。変更後のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの管理は、十分注意いただくようお願いします。 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力が必要な操作を行った際は、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力画面が POP UP画面で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google Play 

UL-MOBI 

https://www.ulvac.co.jp/download/application/?category=908
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 HOME ﾀﾌﾞ 

  

① HOME ﾀﾌﾞ HOME画面を表示します。 

② MONITOR ﾀﾌﾞ MONITOR画面を表示します。（11.3.3.3項） 

③ SETTING ﾀﾌﾞ SETTING画面を表示します。（11.3.3.4項） 

④ RECORD ﾀﾌﾞ RECORD画面を表示します。（11.3.3.5項） 

⑤ 状態表示 接続状態を表示します。 

⑥ MODEL 
接続している SW100の MODEL名が表示されます。 

SW100を接続していないと表示されません。 

⑦ FIRM Ver. 

接続している SW100 のﾌｧｰﾑｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝを表示しま

す。 

SW100を接続していないと表示されません。 

⑧ 

BAUD RATE 

選択 

(UL-MOBI) 

SW100と通信をする際の UL-MOBIの BAUD RATEの選択

ができます。 

SW100を接続していない時のみ、選択可能です。 

SW100に設定する BAUD RATE（㉚）と同じ BAUD RATE

にしてください。接続時に SW100 の BAUD RATE を変

更した場合は、自動で SW100の設定と同じ BAUD RATE

に変更します。 

UL-MOBIの BAUD RATEが SW100に設定した BAUD RATE

と異なると接続できませんので、ご注意ください。 

 

 MONITOR ﾀﾌﾞ 

  

⑨ 
24V通電 

状態表示 
SW100に 24Vが通電されていると青く表示されます。 

⑩ 
SW100-R 

接続表示 
SW100-R接続時に青く表示されます。 

⑪ 圧力表示 

24V通電時に、現在の圧力値が表示されます。 

SW100-R 接続時は、24V 通電時でｼﾘｱﾙ通信によるｺﾏﾝﾄﾞ

入力時のみ表示されます。 

⑫ 
ｸﾞﾗﾌ横軸 

ﾚﾝｼﾞ選択 
ｸﾞﾗﾌの横軸（時間軸）のﾚﾝｼﾞを変更します。 

⑬ 
ｸﾞﾗﾌ 

表示領域 

24V 通電時に、測定中の圧力の経時変化をｸﾞﾗﾌで表示

します。 

⑭ 
ｸﾞﾗﾌ縦軸 

ﾚﾝｼﾞ調節 

ｸﾞﾗﾌ表示領域でｸﾞﾗﾌの縦軸（圧力軸）方向にﾋﾟﾝﾁｲﾝ/ｱ

ｳﾄすると、縦軸の拡大/縮小ができます。 

⑮ 
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ 

時間選択 

ﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀのｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間を選択します。 

ﾛｷﾞﾝｸﾞ実行中は変更できません。 

⑯ 
ﾛｷﾞﾝｸﾞ 

開始/停止 

ﾛｷﾞﾝｸﾞを開始/停止します。 

ﾛｷﾞﾝｸﾞ開始時に、⑬に表示されていたｸﾞﾗﾌがｸﾘｱされま

す。 

ﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀ（CSV ﾌｧｲﾙ）は、UL-MOBI の RECORD ﾀﾌﾞ

（11.3.3.5項）に取得日の年月日が名前となるﾌｫﾙﾀﾞｰ

が作成され、”yyyyMMdd_通し番号”というﾌｧｲﾙ名で保

存されます。ﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀの取り扱いについては、RECORD

ﾀﾌﾞの項目（11.3.3.5項）をご確認ください。 

ただし、24V 非通電時は、CSV ﾌｧｲﾙへの圧力の記録

が”F.FFE+F”となります。SW100-R については、24V

通電時でもｺﾏﾝﾄﾞ入力がない場合、CSV ﾌｧｲﾙの作成、も

しくは記録がされません。 

③ ① ④ 

⑤ 
⑥ ⑦ 

② 

⑧ 

⑮ 

⑨ 
⑩ 

⑫ 

⑬ 

⑪ 

⑭ 

⑯ 
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 SETTING ﾀﾌﾞ 

 

⑰ 
24V通電 

状態表示 
SW100に 24Vが通電されていると青く表示されます。 

⑱ 
SW100-R 

接続表示 
SW100-R接続時に青く表示されます。 

⑲ 圧力表示 

24V通電時に、現在の圧力値が表示されます。 

SW100-R 接続時は、24V 通電時でｼﾘｱﾙ通信によるｺﾏﾝﾄﾞ

入力時のみ表示されます。 

⑳ 
zero 点調整

ﾎﾞﾀﾝ 

zero点調整を実施します。 

調整値は SW100に保存されます。 

24V通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

ただし、SW100-R を接続している場合と OUTPUT（㉘）

が SP1の場合、機能しません。 

㉑ 
大気圧調整

ﾎﾞﾀﾝ 

大気圧調整を実施します。 

調整値は SW100に保存されます。 

24V通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

ただし、SW100-R を接続している場合と OUTPUT（㉘）

が SP1の場合、機能しません。 

㉒ 
調整ｸﾘｱ 

ﾎﾞﾀﾝ 

zero点調整と大気圧調整を出荷時の調整値にします。

（一方のみ出荷時の調整値にすることはできません。） 

24V通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

ただし、SW100-R を接続している場合と OUTPUT（㉘）

が SP1の場合、機能しません。 

㉓ 
SETPOINT1 

ON/OFF ﾎﾞﾀﾝ 
SETPOINT1の値をｸﾞﾗﾌ領域（⑬）に表示します。 

㉔ 
SETPOINT1

設定 

SETPOINT1の値を設定します。 

設定値は SW100に保存されます。 

常時設定可能ですが、24V 通電時はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが必要で

す。 

㉕ 
SETPOINT2 

ON/OFF ﾎﾞﾀﾝ 
SETPOINT2の値をｸﾞﾗﾌ領域（⑬）に表示します。 

㉖ 
SETPOINT2

設定 

SETPOINT2の値を設定します。 

設定値は SW100に保存されます。 

常時設定可能ですが、24V 通電時はﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが必要で

す。 

㉗ 
圧力単位 

選択 

表示する圧力単位を選択できます。 

（表示のみの変更です） 

㉘ OUTPUT 選択 

OUTPUTを選択します。設定は SW100に保存されます。 

24V非通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により可能です。 

詳細は、9章を参照ください。 

SW100-Rは、対応していません。 

㉙ 
ADDRESS 

選択 

ADDRESSを選択します。 

選択結果は SW100に保存されます。 

SW100-R接続時で 24V非通電時のみ選択可能です。 

㉚ 

BAUD RATE 

選択 

(SW100) 

SW100に設定する BAUD RATEを選択します。 

選択結果は SW100に保存されます。 

24V非通電時のみ選択可能です。 

㉗ 

⑰ 
⑱ ⑲ 

⑳ ㉑ 
㉒ 

㉓ 

㉙ 

㉔ 
㉕ ㉖ 

㉛ 

㉘ 

㉚ 

㉜ 
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㉛ 
CHECKSUM 

選択 

CHECKSUMを選択します。 

選択結果は SW100に保存されます。 

SW100-R接続時で 24V非通電時のみﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力により

可能です。 

㉜ 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

設定 

数字 4桁のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを SW100に設定します。 

1回目の入力画面で現在のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ、 

2回目の入力画面で新しいﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します。 

工場出荷時のﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは”0000”です。 

24V非通電時のみ可能です。 

 

 RECORD ﾀﾌﾞ 
  

 
 

 
 

  
 

 

㉝ FOLDER 画面 

日毎に”yyyyMMdd”の名前で作成されたﾌｫﾙﾀﾞｰの一

覧です。 

作成されたﾌｫﾙﾀﾞｰ内に取得したﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀが CSV ﾌｧｲ

ﾙで保存されています。 

ﾌｫﾙﾀﾞｰをﾀｯﾌﾟすると、㉞のようにﾀｯﾌﾟしたﾌｫﾙﾀﾞｰ内の

CSV ﾌｧｲﾙが確認できます。 

㉞ 
FILE画面 

(CSV ﾌｧｲﾙ) 

㉝でﾀｯﾌﾟしたﾌｫﾙﾀﾞｰ内の CSV ﾌｧｲﾙの一覧です。 

”yyyyMMdd_通し番号”の名前で作成されたﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞ

ｰﾀの CSV ﾌｧｲﾙが確認できます。 

CSV ﾌｧｲﾙをﾀｯﾌﾟすると、㉟のようにﾀｯﾌﾟした CSV ﾌｧｲﾙ

の内容が確認できます。 

㉟ 
CSV ﾌｧｲﾙ 

詳細 
ﾀｯﾌﾟした CSV ﾌｧｲﾙの内容を確認できます。 

㊱ SELECT ﾎﾞﾀﾝ 

ﾀｯﾌﾟすると”SELECT”が青字になり、ﾌｫﾙﾀﾞｰ名、もし

くは CSV ﾌｧｲﾙ名の前に四角のﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽが表示され、

任意のﾌｫﾙﾀﾞｰもしくは CSV ﾌｧｲﾙが選択できます。 

㊲ 
ﾌｫﾙﾀﾞｰ、CSV

ﾌｧｲﾙ選択 

四角のﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをﾀｯﾌﾟすることで選択、および、選

択解除ができます。 

ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽが青地にﾁｪｯｸﾏｰｸになっているﾌｫﾙﾀﾞｰ、もし

くは CSV ﾌｧｲﾙが選択中です。 

（例はﾌｫﾙﾀﾞｰ 1個を選択中） 

㊳ REMOVE ﾎﾞﾀﾝ 
㊱、㊲で選択したﾌｫﾙﾀﾞｰもしくは CSV ﾌｧｲﾙを削除し

ます。 

㊴ EXPORT ﾎﾞﾀﾝ 

㊱、㊲で選択したﾌｫﾙﾀﾞｰ、もしくは CSV ﾌｧｲﾙを任意の

場所に ZIP ﾌｧｲﾙで保存します。 

EXPORT したﾌｫﾙﾀﾞｰ、もしくは CSV ﾌｧｲﾙは削除されず

に残ります。 

※FOLDER画面㉝や FILE画面㉞に表示されるﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞ

ｰﾀの UL-MOBI内の保存場所は、Android のｾｷｭﾘﾃｨ上、

直接ｱｸｾｽすることができませんので、CSV ﾌｧｲﾙで保存

されたﾛｷﾞﾝｸﾞﾃﾞｰﾀを出力する場合は、EXPORT 機能に

より CSV ﾌｧｲﾙの移動が必要となります。 

㊵ 
FILE ﾎﾞﾀﾝ 

FOLDER ﾎﾞﾀﾝ 

ﾀｯﾌﾟすると、FILE INFO.画面㉟から FILE画面㉞、FILE

画面㉞から FOLDER画面㉝に戻ります。 

   

㉝ 

㊳ 

㊲ 

㉟ 

㊴ 

㊵ 

㊵ 

㊱ 

㉞ 
㊱ 

㊱ 
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11.4. STATUSｺﾒﾝﾄ 

STATUS ｺﾒﾝﾄ  STATUS 

NOT CONNECTED Windows SW100と UL-MOBIが接続していない状態 

NORMAL Windows/Android SW100と UL-MOBIが接続している状態 

NOW CONNECTING Windows/Android SW100と UL-MOBIが接続動作実行中 

TIME OUT Windows/Android SW100と UL-MOBIのﾎﾞｰﾚｰﾄが異なる状態 

CONNECT中に通信が切断 

SW100の故障 

CONNECT VACUUM GAUGE Windows SW100 を Windows 端末に接続せずに CONNECT

した時 

CONNECT VACUUM GAUGE Android SW100 が Android 端末に接続されていない状

態 

ZERO ADJUST SUCCESS Windows/Android ｾﾞﾛ点調整が成功 

ZERO ADJUST FAILURE Windows/Android ｾﾞﾛ点調整が失敗 

ATM. ADJUST SUCCESS Windows/Android 大気圧調整が成功 

ATM. ADJUST FAILURE Windows/Android 大気圧調整が失敗 

ADJUST CLEAR SUCCESS Windows/Android 調整ｸﾘｱが成功 

ADJUST CLEAR FAILURE Windows/Android 調整ｸﾘｱが失敗 

CHANGE SETPOINT1 SUCCESS Windows/Android SETPOINT1の変更に成功 

CHANGE SETPOINT1 FAILURE Windows/Android SETPOINT1の変更に失敗 

CHANGE SETPOINT2 SUCCESS Windows/Android SETPOINT2の変更に成功 

CHANGE SETPOINT2 FAILURE Windows/Android SETPOINT2の変更に失敗 

CHANGE OUTPUT SUCCESS Windows/Android OUTPUTの変更に成功 

CHANGE OUTPUT FAILURE Windows/Android OUTPUTの変更に失敗 

CHANGE ADDRESS SUCCESS Windows/Android ADDRESSの変更に成功 

CHANGE ADDRESS FAILURE Windows/Android ADDRESSの変更に失敗 

CHANGE BAUDRATE SUCCESS Windows/Android BAUDRATEの変更に成功 

CHANGE BAUDRATE FAILURE Windows/Android BAUDRATEの変更に失敗 

LOAD SETTING SUCCESS Windows SETTINGの読み込みに成功 

LOAD SETTING FAILURE Windows SETTINGの読み込みに失敗 

SAVE SETTING SUCCESS Windows SETTINGの保存に成功 

SAVE SETTING FAILURE Windows SETTINGの保存に失敗 

CHANGE PASSWORD SUCCESS Windows/Android PASSWORDの変更に成功 

CHANGE PASSWORD FAILURE Windows/Android PASSWORDの変更に失敗 

READ ONLY MODE Windows/Android SW100-R接続時 
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12. ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

12.1. ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

本器は、誤動作の原因に電気配線の誤配線が多くあり得ます。動作に｢おかしい｣と思われる

症状がありましたときはまず以下の項目をご確認下さい。 

① 本器とﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ間の配線 

② 本器とﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄ間の配線（ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄ使用時） 

③ 信号のｼｮｰﾄ/ｵｰﾌﾟﾝ 

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄを使用している場合は、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄの取扱説明書も参照下さい。また、本器単

体での動作可否をお確かめ下さい。本器単体で測定可能であれば、ﾄﾗﾌﾞﾙの原因が本器以外にあ

り得ます。 

また、ULVACﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにFAQがありますので参照下さい。 

https://showcase.ulvac.co.jp/ja/faq/index.html 

 

● 電源を供給してもPOWER LEDが点灯しない  

原因 対処 

電源供給ｹｰﾌﾞﾙの誤配線または断線 
正しい配線に修正し、ﾃｽﾀｰなどで導通を確認し

て下さい。 

電源電圧が仕様範囲内ではない ﾃｽﾀｰなどで電源電圧を確認して下さい。 

内部回路の故障 弊社での修理や検査が必要です。 

 

● POWER LEDは点灯しているが、0Vを出力したままである 

原因 対処 

ｹｰﾌﾞﾙの誤配線または断線 
正しい配線に修正し、ﾃｽﾀｰなどで導通を確認し

て下さい。 

電源電圧が仕様範囲内ではない ﾃｽﾀｰなどで電源電圧を確認して下さい。 

内部回路の故障 弊社での修理や検査が必要です。 

 

● 電圧が9.0V以上を出力、またはError信号を出力したままである 

原因 対処 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰの断線 
ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰの導通を確認して下さい。 

⇒断線時は測定子を交換して下さい。 

測定子が取り付けられていない 測定子を取り付けて下さい。 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰがｹｰｽと短絡している 
各ﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁を測定して下さい。 

⇒絶縁低下時は測定子を交換して下さい。 

内部回路の故障 弊社での修理や検査が必要です。 

 

 大気圧でも8.0V程度の出力とならない 

原因 対処 

測定している気体が窒素ではない 正常です。ｶﾞｽ種依存性があります。 

測定している気体は窒素だが、水分、油分を多く

含んでいる 
正常です。ｶﾞｽ種依存性があります。 

付着物が多い環境である 
測定子の汚染が考えられます。 

⇒測定子を交換して下さい 

調整時と測定時の室温、ｶﾞｽ温度が違う 
正常です。温度依存性があります。 

⇒測定する温度で大気圧調整して下さい。 

標高が高い 標高による圧力差をご検討下さい。 

https://showcase.ulvac.co.jp/ja/faq/index.html
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大気圧調整がずれている 8章を参照し、調整を実施して下さい。 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰがｹｰｽと短絡している 
各ﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁を測定して下さい。 

⇒絶縁低下時は測定子を交換して下さい。 

 

 真空に排気しても1.7V以下にならない 

原因 対処 

実際の圧力が5×10-2 Pa以下ではない 電離真空計などで圧力をご確認下さい。 

調整時と測定時の室温、ｶﾞｽ温度が違う 
正常です。温度依存性があります。 

⇒測定する温度でzero点調整して下さい。 

zero点調整がずれている 8章を参照し、調整を実施して下さい。 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰがｹｰｽと短絡している 
各ﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁を測定して下さい。 

⇒絶縁低下時は測定子を交換して下さい。 

内部回路の故障 弊社での修理や検査が必要です。 

 

 圧力指示が一定の値を示さない。 

原因 対策 

圧力が実際に変動している 正常です。 

ﾎﾟﾝﾌﾟなどの振動の影響を受け、振動している 

振動を極力抑えて下さい。 

ﾋﾟﾗﾆ真空計の原理により影響を受けます。 

特に大気圧側で影響を受けやすくなります。 

ｶﾞｽの流れがある場所についている 

ｶﾞｽの流れがない場所に取り付けて下さい。 

ﾋﾟﾗﾆ真空計の原理により影響を受けます。 

特に大気圧側で影響を受けやすくなります。 

環境温度が変動している 
環境温度が安定するのを待って下さい。 

ﾋﾟﾗﾆ真空計の原理により影響を受けます。 

高温や低温のｶﾞｽが流れ込んでいる 

ｶﾞｽ温度の影響を受けないような場所に設置す

るなどの対策を実施して下さい。 

ﾋﾟﾗﾆ真空計の原理により影響を受けます。 

測定子内部の汚れ 測定子を交換して下さい。 

水分や汚れの影響 

極力影響を受けないような場所に設置するなど

の対策を実施して下さい。 

徐々に蒸発などすることにより、蒸発熱などが

影響しています。 

測定子または測定子が取り付けてある付近にﾘｰ

ｸがある 

測定子のﾘｰｸ  ⇒測定子を交換して下さい。 

その他のﾘｰｸ  ⇒ﾘｰｸを止めて下さい。 

ｹｰﾌﾞﾙの接触不良、線材抵抗の増加 ｹｰﾌﾞﾙの結線や抵抗を確認して下さい。 

ｹｰﾌﾞﾙが電磁誘導されている 

（外来ﾉｲｽﾞによる） 

ｹｰﾌﾞﾙの設置場所を変更する、又はﾉｲｽﾞ源となる

ような機器をOFFの状態で使用する。 

ｹｰﾌﾞﾙの設置方法再検討 

ﾉｲｽﾞ対策は別途ご検討下さい。 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰがｹｰｽと短絡している 
各ﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁を測定して下さい。 

⇒絶縁低下時は測定子を交換して下さい。 

 

 圧力が変動しているのに圧力指示が一定のままである。 

原因 対処 

本器とﾘﾓｰﾄﾎｽﾄ間の誤配線または断線 
正しい配線に修正し、ﾃｽﾀｰなどで導通を確認し

て下さい。 
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電源電圧が仕様範囲ではない ﾃｽﾀｰなどで電源電圧を確認して下さい。 

圧力が測定範囲以下である 正常 

圧力が測定範囲以上である 正常 

ﾉｲｽﾞ源が近くにある 
CPUがﾌﾘｰｽﾞしている可能性があります。 

⇒電源を一旦落とし、再起動して下さい。 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰがｹｰｽと短絡している 
各ﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁を測定して下さい。 

⇒絶縁低下時は測定子を交換して下さい。 

温度ｾﾝｻｰが断線している 

（大気圧または1000Paで一定） 

温度ｾﾝｻｰの導通を確認して下さい。 

⇒断線時は測定子を交換して下さい。 

 

 予想圧力より出力値が大きく異なる 

原因 対策 

測定子の汚れ 

感度が著しくずれている 

他の測定子と交換して現象を確認して下さい。

他の測定子で問題なければ測定子に問題があり

ます。 

窒素設定で大気を測定している 

正常です。 

窒素設定で大気を測定した場合、6割高い圧力を

示します。 

水分やｵｲﾙなどが多い環境である 

極力影響を受けないような場所に設置するなど

の対策を実施して下さい。 

徐々に蒸発などすることにより、蒸発熱などが

影響しています。 

実際に圧力が異なっている 他の圧力計で確認して下さい。 

大気圧、zero点調整がずれている 大気圧とzero点調整を実施して下さい。 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰがｹｰｽと短絡している 
各ﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁を測定して下さい。 

⇒絶縁低下時は測定子を交換して下さい。 

温度ｾﾝｻｰが断線している 

（大気圧または1000Paで一定） 

温度ｾﾝｻｰの導通を確認して下さい。 

⇒断線時は測定子を交換して下さい。 

 

● 測定値が振らつく 

原因 対処 

測定子の汚れ、または感度が著しく落ちている。 

他の測定子と交換して現象を確認して下さい。

他の測定子でOKであれば測定子に問題がありま

す。 

ｹｰﾌﾞﾙが電磁誘導されている。 

（外来ﾉｲｽﾞによる） 

ｹｰﾌﾞﾙの設置場所を変更するか、ﾉｲｽﾞ源となりそ

うな機器がOFF状態で確認してください。ｹｰﾌﾞﾙ

が原因であれば設置方法を再検討して下さい。ﾉ

ｲｽﾞ対策は別途検討して下さい。 

電源電圧がゆらいでいる。 

電源電圧DC14Vより低い。 

ﾃｽﾀｰ等で電源電圧を確認して下さい。 

（電源電圧：DC 14V～30V） 

GND電位がゆらいでいる。 

電源GNDと測定子の取り付け位置のGNDをﾃｽﾀｰ等

で確認して下さい。 

GND配線を強化するか、電源または測定子のどち

らかをﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ状態で取り付ける等対策を行っ

て下さい。 

測定子の電極間で絶縁不良が起こり、漏れ電流

が発生している。 

測定子の各電極間及び外壁間の絶縁を確認して

下さい。絶縁不良が確認された場合は測定子を

交換して下さい。 
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● ｾｯﾄﾎﾟｲﾝﾄ信号が出ない 

原因 対処 

ｹｰﾌﾞﾙの断線 

ﾃｽﾀｰ等で導通を確認して下さい。 

ｹｰﾌﾞﾙ不良が確認された場合は交換または修理

を行って下さい。 

ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟされていないので電圧として出力でき

ない。 

本器の出力形式はｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力です。TTLﾚﾍﾞﾙ

入力UNIT等で入力部でﾌﾟﾙｱｯﾌ （゚抵抗を通して電

源に接続）されていないﾀｲﾌﾟでは読みとれませ

ん。 

 

 ｼﾘｱﾙ通信が出来ない、時々返信がない 

原因 対処 

ｹｰﾌﾞﾙの誤配線または断線 
正しい配線に修正し、ﾃｽﾀｰ等で導通を確認して

下さい。 

ﾎﾞｰﾚｰﾄやｱﾄﾞﾚｽなどが異なる ﾎﾞｰﾚｰﾄやｱﾄﾞﾚｽなどを合わせて下さい。 

‘n’しか返信されない ｺﾏﾝﾄﾞやﾁｪｯｸｻﾑをご確認下さい。 

RS-485にて終端抵抗が設定されていない 
ｹｰﾌﾞﾙが長い場合やﾉｲｽﾞが多い環境では終端抵

抗を設定して下さい。 

内部回路の故障 弊社での修理や検査が必要です。 

ｹｰﾌﾞﾙが電磁誘導されている 

（外来ﾉｲｽﾞによる） 

ｹｰﾌﾞﾙの設置場所を変更する。又はﾉｲｽﾞ源となる

ような機器をOFFの状態で使用する。 

ﾎﾞｰﾚｰﾄが微妙に合っていない ﾎﾞｰﾚｰﾄを遅くして確認下さい。 

 

 UL-MOBIによる接続ができない。 

原因 対処 

Windows/Android端末の仕様が対応していな

い。 

対応機種の条件をご確認下さい。 

  ⇒11章を参照ください。 

UL-MOBIがｲﾝｽﾄｰﾙされていない。 
UL-MOBIをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 

  ⇒11章を参照ください。 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰがｲﾝｽﾄｰﾙされていない。 

（Windows端末使用時） 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 

  ⇒11.2.2項3)を参照ください。 

COM No.やﾎﾞｰﾚｰﾄが異なる COM No.やﾎﾞｰﾚｰﾄを合わせて下さい。 

STATUS表示部に”NOT CONNECTED” 

と表示される。 

画面右上の”CONNECT”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして接続し

て下さい。 

CONNECT実行時、 

”CONNECT VACUUM GAUGE” 

とﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ画面が表示される。 

使用する真空計とWindows端末の接続を確認し

てください。 

COM No.やﾎﾞｰﾚｰﾄが正しいか確認してください。 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 

（Windows端末使用時） 

⇒11.2.2項3)を参照ください。 

CONNECT中にSTATUS表示部に”TIME OUT” 

と表示される。 

USBｹｰﾌﾞﾙの脱落や切断等、UL-MOBIと真空計の接

続に問題ないかを確認してください。 

接続に問題ない場合、本体故障による通信ｴﾗｰの

可能性がありますので、弊社での修理や検査が

必要です。 
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ﾛｷﾞﾝｸﾞを実行してもCSVﾌｧｲﾙが作成されない。 

（Android端末使用時） 

UL-MOBIにｽﾄﾚｰｼﾞ権限が与えられていない可能

性がありますので、UL-MOBIにｽﾄﾚｰｼﾞ権限を与え

たうえで、再度動作確認をお願いします。 

“UL-MOBIｱﾌﾟﾘ情報→権限→ｽﾄﾚｰｼﾞ権限ON” 

※Android端末のﾒｰｶｰにより表現が異なる場合

があります。 

※ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄを使用している場合のﾄﾗﾌﾞﾙは、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄの取扱説明書も参照下さい。ま

た、本器単体での動作可否をお確かめ下さい。本器単体で測定可能であれば、ﾄﾗﾌﾞﾙの原因

が本器以外にあり得ます。 

 

12.2. ﾌｨﾗﾒﾝﾄ、温度ｾﾝｻｰ断線の確認 

ﾋﾟﾗﾆ測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄは下図のような結線となっております。これを参考に導通を確認して下さ

い。ﾌｨﾗﾒﾝﾄの抵抗は大気圧で約5Ω、温度ｾﾝｻｰの抵抗は大気圧で約1.1kΩとなります。 

 

 

過電流注意 

ﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰに2mA以上の過電流を流しますと、ﾌｨﾗﾒﾝﾄなどが断線

する恐れがあります。測定器の電流値にご注意下さい。 

また真空中ではﾌｨﾗﾒﾝﾄなどが加熱され、正確な抵抗値を計測出来ません

ので、必ず大気圧にて計測して下さい。 

 

 
 

測定子内部、ﾌｨﾗﾒﾝﾄ、温度ｾﾝｻｰ結線図 

 

12.3. 測定子のﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁 

測定子のﾌｨﾗﾒﾝﾄや温度ｾﾝｻｰ部のﾋﾟﾝ間を除く各ﾋﾟﾝ間、およびﾋﾟﾝとｹｰｽ間の絶縁は、100MΩ以上、

耐電圧DC 100Vとなっております。 

汚れなどにより絶縁抵抗が低下した場合、圧力指示に影響します。圧力指示への影響は、低下

した絶縁抵抗箇所により異なります。 

 

温度ｾﾝｻｰ
約1.1kΩ

ﾌｨﾗﾒﾝﾄ
約5kΩ
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13. ﾃｸﾆｶﾙﾚﾎﾟｰﾄ 

13.1. ｶﾞｽ種/湿度依存性 

本器はﾋﾟﾗﾆ真空計ですので、その測定原理より測定しているｶﾞｽの種類や湿度により、圧力指

示が異なります。 

図 13-1 ｶﾞｽ種依存性（N2にて調整） 

 

図 13-2 ｶﾞｽ種依存性（Dry Air にて調整） 
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図 13-3 湿度依存性（湿度による大気圧値への影響） 

 

13.2. zero点調整、大気圧調整 

本器のzero点、および大気圧がずれてしまう原因として、下記項目があります。調整がずれて

いた場合、zero点や大気圧付近だけの誤差が大きくなるだけではなく、圧力測定範囲全体の誤差

が大きくなります。 

① 周囲温度が大気圧やzero点調整した温度と異なる。 

⇒使用環境温度にて再調整を実施下さい。 

※出荷時は約25℃で調整しております。 

② 測定しているｶﾞｽが窒素ではない。 

⇒ｶﾞｽ種依存性を考慮下さい。 

③ ｵｲﾙなど汚れの付着 

⇒汚れが付着しないよう隔離ﾊﾞﾙﾌﾞなどを設置することを推奨致します。 

⇒汚れが付着してしまう環境では定期的に測定子を交換することを推奨致します。 

④ 水分の付着 

⇒水分が付着しないよう隔離ﾊﾞﾙﾌﾞなどを設置することを推奨致します。 

⇒多湿の環境では、極力水分の付着が少なくなるよう対策を検討下さい。 

⇒水分が付着した場合、特にZERO点側の応答速度や精度が悪くなります。 

 

13.3. 定期調整 

周囲温度が大きく変動する場合、またｵｲﾙなど汚れが多く付着する場合など、様々な環境があり

ますので、どの程度の周期で調整されるかは、お客様でご判断下さい。 

弊社での試験では、約 1 か月毎に調整を実施することにより使用開始時と同等の精度を維持出

来る結果となりました。条件は、ﾛｰﾀﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ GVD-135Aの直上に本器を取り付け、20秒ｻｲｸﾙで大気

圧と真空を繰り返す、室内（室温）にて実施、となります
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14. 保証 

本器は、厳格な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不備、輸送中の事故な

ど、弊社の責による故障が発生した場合には、弊社規格品事業部または最寄りの営業所、代理店

に申しつけ下さい。無償にて修理･交換致します。 

 

保証対象 

1) 本器 SW100本体 

2) 納入直後の測定子（SWPシリーズ） 

 

保証期間 

納入日から1年以内 

 

保証範囲 

1) 国内取引の場合：納入時、輸送上の不具合による損傷がある製品。 

2) 直接輸出取引の場合：納入時、輸送上の不具合による損傷がある製品。最新の

INCOTERMSにて規定されている保証範囲に準ずるものとします。 

3) 測定圧力、使用温度範囲、使用電源など、基本仕様の条件内でご使用になっているにも

かかわらず、本器基本仕様を満足していない製品。 

 

対応方法 

1) 国内取引の場合：代替品の送付 もしくは 弊社又は最寄りの弊社ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰへ返送頂き

修理を実施します。現地対応が必要な場合は別途弊社規格品事業部または最寄りの営業

所、代理店にご相談下さい。 

2) 直接輸出取引の場合：代替品の送付 もしくは 弊社又は最寄りの弊社ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰへ返送

頂き修理を実施します。返送費用は、お客様にてご負担願います。 

 

免責事項 

1) 保証期間を過ぎている製品｡ 

2) 火災、風水害、地震、落雷等の天災、戦争等の不可抗力の災害によって発生した故障、

不具合 

3) 取扱上の不注意、誤った使用方法によって発生した故障、不具合 

4) 弊社の承諾なく改造・分解・修理を加えた製品 

5) 異常環境下（強い電磁界、放射線環境、高温、高湿、引火性ｶﾞｽ雰囲気、腐食性ｶﾞｽ雰囲

気、粉塵など）における故障、不具合 

6) ﾉｲｽﾞによる故障、不具合 

7) 製品不具合 もしくは 万一弊社が第三者から特許を侵害しているとｸﾚｰﾑされたことによ

って貴社に生じた二次的損害 

8) 使用中の測定子（使用に伴う寿命、汚れによる測定誤差など） 

9) 使用中のｾﾝｻ-ｹｰﾌﾞﾙ（設置上の不備によるｹｰﾌﾞﾙの断線、接触不良等） 

 

その他 

1) 本書類とは別に個別契約書や仕様に関する覚書などが存在する場合は、その記載内容に

準じます。 

2) 本製品を日本国外に輸出する場合には弊社宛てに一報頂きますと共に、外国為替及び外

国貿易法等輸出関連法規の規定に従って必要な手続きをお取り下さいますようお願い致

します。 

3) 本製品についての質問や相談に関しては、型式、製造番号をお確かめの上、最寄りの営

業所、代理店または弊社規格品事業部にご連絡ください。 

4) 本書の内容は、予告なしに変更する場合があります。ご了承下さい。 
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15. EC DECLARATION OF CONFORMITY 
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16. UK DECLARATION OF CONFORMITY 

 



 

 

SK00-9663-EI-001-00 

53 

17. 汚染証明書 
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18. 関係図面 

18.1. SW100-A/R 寸法図 
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18.2. 測定子寸法図 
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18.3. ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾕﾆｯﾄｹｰﾌﾞﾙ 
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株式会社アルバック 
https://www.ulvac.co.jp 

 
サービス拠点一覧 
https://www.ulvac.co.jp/support_info/service/ 

 
販売拠点一覧 
https://www.ulvac.co.jp/support_info/sales_office/ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ULVAC,Inc. 
https://www.ulvac.co.jp/en/ 

 
 
Service Centers 
https://www.ulvac.co.jp/en/support_info/service/ 

 
 
Sales Offices 
https://www.ulvac.co.jp/en/support_info/sales_office/ 

 
 

  

株式会社アルバック 規格品事業部 
〒253-8543 
神奈川県茅ケ崎市萩園2500 
TEL:0467-89-2261 
 
アルバック販売株式会社 本社（東京） 
〒108-0075 
東京都港区港南2-3-13 
TEL:03-5769-5511 
 
アルバック販売株式会社 大阪支店 
〒532-0003 
大阪府大阪市淀川区宮原3-3-31 
TEL:06-6397-2286 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ULVAC,Inc. 
Components Division 
2500 Hagisono, Chigasaki, Kanagawa, 253-8543, Japan 
TEL:+81-467-89-2261 

https://www.ulvac.co.jp/
https://www.ulvac.co.jp/support_info/service/
https://www.ulvac.co.jp/support_info/sales_office/
https://www.ulvac.co.jp/en/
https://www.ulvac.co.jp/en/support_info/service/
https://www.ulvac.co.jp/en/support_info/sales_office/
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